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(平成 10年稿)地域地質研究報告
5万分の 1地質図幅
金 沢 (10) 第 79 号

敦 賀 地 域 の 地 質

栗本史雄 *・内藤一樹 **・杉山雄一 ***・中江　訓 *

敦賀地域の地質図幅の作成は，地震予知のために設定された8ヶ所の特定観測地域の一つである「名

古屋・京都・大阪・神戸地区」の地質図幅作成計画の一環として行われたものであり，平成 7-9年度の

調査及び研究成果に基づいている．本地質図幅及び研究報告書をまとめるにあたっては，美濃-丹波帯を栗

本・中江，火成岩類を内藤，第四系と活断層を杉山，資源地質を内藤・栗本がそれぞれ担当し，全体の

取りまとめを栗本が行った．

美濃-丹波帯の放散虫化石の同定について，新潟大学の松岡　篤助教授にご教示を得た．厚くお礼申し

上げる．

美濃-丹波帯の調査・執筆にあたっては地質部の斎藤　眞技官の協力を得た．本研究に用いた岩石薄

片は，地質標本館試料調整課の野神貴嗣，大和田朗，ならびに北海道支所応用地質研究室の佐藤卓見の

各技官の製作によるものである．

Ⅰ．地    形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(栗本史雄)

敦賀図幅地域は北緯35°30'-35°40'，東経136°-136°15'の範囲を占め，福井県と滋賀県の県境に位置す
い か よ ご あざ い

る．行政区分としては福井県敦賀市，三方郡美浜町，滋賀県伊香郡余呉町，木之本町，西浅井町及び高

島郡マキノ町にまたがる．本図幅地域は主として山地部分とその北面に広がる敦賀平野から構成され，

*地質部，* *資源エネルギー地質部，* * *地震地質部

    Keywords : 1:50,000, geologic map, Tsuruga,  Permian, Jurassic, Cretaceous, Paleogene, Quaternary, Mino-Tamba
Terrane, accretionary complex, thrust, igneous rocks, Kojaku Granite, biotite granite, dike, Higher terrace deposits,
Middle terrace deposits, Lower terrace deposits, fan deposits, Alluvium, active fault, Yanagase Fault, K-Ar age,
radiolaria, 14C age
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北西部では若狭湾，南東部では琵琶湖に面する．

本図幅地域には柳ヶ瀬断層などの北西-南東ないし北北西-南南東走向の活断層と，敦賀断層などの北

東-南西走向の活断層が存在する．前者は左横ずれ，後者は右横ずれの活動センスを示し，第四紀の東西

圧縮性の応力場を反映した共役断層系をなしている．これらの断層は活断層として重要であるばかりで

なく，基盤岩の構造運動に関しても重要な意味を持っており，特に柳ヶ瀬断層は基盤岩の地質構造にも

大きな変位を与えている．

山地山地山地山地山地

本図幅地域の山地は南西方で丹波高地に，東方では伊吹山地につながる．第1図の埋谷面図に示すよ

うに最高峰で標高1,000mを越えるが，平均して山頂は標高 400mから 800m程度である．東隣の横山

図幅地域，北東隣の冠山図幅地域及び南西隣の熊川図幅地域に向かって高度は増加していく．

本図幅地域中-西部の野坂山地は，南北方向に延びる稜線と谷地形で特徴づけられる．このような南北
こうじゃく

性の地形は，この地域の江若花崗岩にみられる南北性の貫入構造や断層と調和的である．一方，本図幅

地域東部の山地は，柳ヶ瀬断層に規制された北北西 -南南東方向に延びる稜線と谷地形で特徴づけられ

る．柳ヶ瀬断層を境として，その東側では山地高度が西側より数100ｍ程度高く，これは同断層の東側



－ 3 －

上昇の累積変位を示している．

河川流域河川流域河川流域河川流域河川流域

河川に沿って段丘が発達し，高位，中位，低位の 3段が認められる．低位段丘が最も広く，高位段丘

と中位段丘は狭い分布を示す．また，河川の谷口には小扇状地がよく発達している．

低地低地低地低地低地

沖積低地は標高約 200ｍ以下の部分に相当する(第1 図)．若狭湾(敦賀湾)及び日本海に面する沖積低

地は標高100ｍ以下が大部分である．一方，琵琶湖や余呉湖の周辺の沖積低地ではほとんどが標高100-

200ｍの範囲である．

水系水系水系水系水系
しょう ご い くろ ご

水系図(第 2図)に示すように，主要な河川は南北性の流れが卓越している．笙の川，五位川，黒河川，
たかとき

木の芽川，井の口川などは山間部を流れ，最後には敦賀平野を通って若狭湾に注ぐ．一方，高時川，余

呉川，大川，大浦川，知内川などは南方の琵琶湖に注ぐ．両水系の分水嶺は福井と滋賀の県境に一致す

る．余呉湖は水量調整の役目を果たし，余呉導水路を通って余呉川から余呉湖に水が流れ込み，さらに



－ 4 －

はんのうら

余呉湖からは余呉湖放水隧道を経て高時川に至り，飯 浦放水隧道を経て琵琶湖に放流されている．

Ⅱ．地　質　概　説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　(栗本史雄)

敦賀図幅地域は地体構造区分上，美濃 -丹波帯に位置する．本図幅地域には美濃 -丹波帯の堆積岩コン

プレックスと火成岩類が広く分布し，平野部や河川流域において第四系がそれらを覆う．また，柳ヶ瀬

断層，敦賀断層，野坂断層などの活断層が存在する．

敦賀図幅地域を含む周辺の地質概略図を第 3図に，本図幅地域の地質総括図を第 4図に示す．

美濃美濃美濃美濃美濃 ----- 丹波帯の堆積岩コンプレックス丹波帯の堆積岩コンプレックス丹波帯の堆積岩コンプレックス丹波帯の堆積岩コンプレックス丹波帯の堆積岩コンプレックス

美濃-丹波帯の堆積岩類は，海洋プレートの沈み込みの過程で形成された付加体と解釈されている．敦

賀図幅地域は美濃帯と丹波帯との境界地域に位置し，両帯の関係や地層群の対比を考察するうえでも重

要な地域である．

本図幅地域の美濃-丹波帯の堆積岩類はジュラ紀中期に形成された堆積岩コンプレックスを主体とす
かしまがり お ば なし

る．岩相組み合わせや地質構造などの特徴に基づいて，構造的上位より樫曲コンプレックス，尾羽梨コ
すがなみ と ね ありはら

ンプレックス，菅並コンプレックス，刀根コンプレックス及び在原コンプレックスの5つのコンプレッ

クスに区分できる．樫曲コンプレックスと刀根コンプレックスは混在岩相を，尾羽梨コンプレックスと

在原コンプレックスは整然相をそれぞれ主体とし，菅並コンプレックスは混在岩相と整然相の両方から

構成される．

火成岩類火成岩類火成岩類火成岩類火成岩類
こうじゃく

火成岩類は，本図幅地域のほぼ中央部に広く分布する江若 花崗岩と，小規模な岩脈に分けられる．江

若花崗岩は岩相の特徴から中粒黒雲母花崗岩，粗粒黒雲母花崗岩及び細粒斑状黒雲母花崗岩の3種類の

岩相に区分される．これらのうち中粒黒雲母花崗岩がもっとも広い分布を示し，本岩から62.9±3.1Ma

の黒雲母 K-Ar年代が得られた．

岩脈は石英閃緑斑岩，花崗閃緑斑岩及び細粒閃緑岩に区分され，いずれも北北東-南南西から北北西-

南南東の南北性の方向を示す．石英閃緑斑岩の岩脈は本図幅地域の南東端高時川下流において一岩体が

確認され，美濃 -丹波帯の堆積岩コンプレックスに貫入する．本岩脈から 70.1± 3.5Maの角閃石 K-Ar

年代が得られ，江若花崗岩よりも古い年代を示す．一方，花崗閃緑斑岩及び細粒閃緑岩の岩脈は堆積岩

コンプレックスと江若花崗岩の両方に貫入している．

第四系第四系第四系第四系第四系

敦賀図幅地域に分布する第四系は高位段丘堆積物，中位段丘・扇状地堆積物，低位段丘堆積物・扇状地堆積
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物，小扇状地堆積物，沖積低地堆積物及び浜堤堆積物に区分される．前 3者は更新統に，後 3者が完新

統にあたるが，低位段丘・扇状地堆積物の一部は完新統に属する．

活断層活断層活断層活断層活断層

本図幅地域には多くの活断層が分布し，日本列島の中でも活断層の分布が集中する地域の一つに挙げ
だ ぐち

られる．野坂断層，集福寺断層及び柳ヶ瀬断層は北西-南東走向の左横ずれ断層系，敦賀断層，駄口断層
ち はら

及び路原断層は北東-南西走向の右横ずれ断層系であり，これらの断層は共役関係にあるとみなされる．

このような活断層の分布状況は本図幅地域周辺が東西性の圧縮応力場におかれていることを示唆する．
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Ⅲ．美濃-丹波帯

(栗本史雄・中江　訓)

従来，西南日本の地体区分において，美濃地域と丹波地域に分布する地層群はそれぞれ美濃帯，丹波

帯と呼ばれていた．しかし，美濃帯と丹波帯の地質には本質的な違いはなく，西南日本内帯に属するジ

ュラ紀を主とする中生代の付加コンプレックスとして扱うことができる．敦賀図幅地域は美濃帯と丹波

帯との境界地域に位置するが，地質構造が複雑で詳細な研究報告は現在まであまり多くはなく，両帯の

関係や地層群の対比については，不明な点が多く残されている．本報告では本図幅地域において付加コ
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ンプレックスが広く分布する地帯を美濃 - 丹波帯と呼ぶことにする．

Ⅲ．１　研　究　史

美濃美濃美濃美濃美濃 ----- 丹波帯の研究史丹波帯の研究史丹波帯の研究史丹波帯の研究史丹波帯の研究史

1970年代前半まで美濃-丹波帯の地層群は地向斜堆積物としてとらえられ，石灰岩に含まれる紡錘虫

及びサンゴ化石に基づいて，二畳系であると考えられた(松下，1953：Sakaguchi，1961：礒見・黒田，

1958：丹波地帯研究グル－プ，1975：Adachi，1976など)．しかし1970年代になると，Koike et al.

(1971)や吉田・脇田(1975)によるチャートからの三畳紀コノドント化石の発見に始まり，多くの地点の

チャートからの二畳紀・三畳紀のコノドント化石の産出が報告されたことから，二畳系のみならず三畳

系も広く分布することがわかってきた．一方，石灰岩やチャートよりさらに分布の広い砕屑岩について

は，シルト岩からジュラ紀のアンモナイト化石(Sato，1974)が，そして砂岩からは中生代の植物化石(西

田ほか，1974，1977)が発見された．

1980年代初頭になると，上記の化石とともに放散虫化石に基づいた時代論の再検討が盛んになった．

その先駆的研究として，美濃帯での Yao et al.(1980)，Yao(1982)，丹波帯での Isozaki and Matsuda

(1980)による詳細な化石層序学的研究が挙げられる．その結果，チャートから頁岩に連続する岩相層序

が三畳紀からジュラ紀中期に至ることが初めて示された．また同時期に丹波帯において，二畳紀のチャ

ートがジュラ紀の頁岩中に混在することが，竹村(1980)によって示されている．以後各地で層序・構造・

地質時代が再検討され，丹波-美濃帯の地層群は，石炭紀からジュラ紀(一部で白亜紀初期)におよぶ地質

時代のいずれかを示す異なった岩相が入り混じった地質体であることが明らかになった(例えば水谷，

1981；脇田，1983；小嶋，1984；大塚，1985など)．さらに脇田(1985)は，岩相と時代の異なる地層・岩

石がどの様な関係にあるのかを整理し，古い地層から新しい地層へ連続的に重なる層序を示すタイプと，

古い岩塊が新しい地層中に含まれているタイプに識別した．

1980年代の中頃以降になると，それまでの成果を踏まえて美濃-丹波帯の層序区分について議論され

るようになった．まず，丹波帯西部・中央部地域において石賀(1983)及び Imoto(1984)は，岩相及び地

質時代の違いに基づき２組の地層群に識別し，構造的下位のものをI型地層群，上位のものをⅡ型地層

群と呼んだ．さらにⅡ型地層群は構造的下位よりＴⅡa・ＴⅡb・ＴⅡcの3ユニットに細分され(楠・武蔵野，

1987；楠ほか，1987；田辺・丹波地帯研究グル－プ，1987；井本ほか，1989)，またⅡ型地層群中で最も

構造的上位に位置するユニットとして三畳紀後期のユニット(ＴⅡd)が認識された(武蔵野ほか，1990；

楠・高城山団体研究グループ，1991；本田・丹波地帯研究グループ，1991；武蔵野ほか，1992；武蔵野・

丹波地帯研究グループ，1993；高城山団体研究グループ，1993；栗本ほか，1993；楠，1994)．一方 I型

地層群については，Nakae(1990)及び木村ほか(1994)が，丹波帯北部において２-３のユニットに細分し

た．これらのユニット区分は，従来の地層の整合的な累重関係に基づいたものではなく，上下限を断層

で画された構造層序ユニットの概念を基本としている．

美濃帯においては丹波帯で提唱された I 型地層群とⅡ型地層群の区分は確認されていないが，

Wakita(1988)や Otsuka(1988)などによって岩相・地質構造・地質時代に基づいて，６ -７のユニットが
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識別された．

この時期には美濃帯における八幡図幅(脇田，1984)を皮切りに，綾部図幅(木村ほか，1989)，京都西

北部図幅(井本ほか，1989)，福知山図幅(栗本・牧本，1990)，金山図幅(水谷・小井土，1992)，美濃図

幅(脇田，1995)，熊川図幅(中江・吉岡，1998)など，数多くの1/5万地質図幅が出版された．そして美

濃-丹波帯の地層群は一般的に構造的下位のユニットほど地質時代が若く，構造的下位に向かって順次

成長する付加体として解釈されるようになった．

以上のように美濃帯と丹波帯について，それぞれ新しいデータが蓄積され，特に放散虫化石に基づく

地質時代を加味して，新しい解釈の地質図が提供された．しかし，現段階でも美濃帯及び丹波帯のユニ

ット区分や両帯間におけるユニット区分の対比についていくつかの問題点が残されている．まず，両帯

内において提唱されたユニット区分と対比については研究者間で一致をみていない．次に岩相について

みると，美濃帯では砂岩の量が圧倒的に多く，チャート-砕屑岩シークェンスで代表される堆積岩コン

プレックスの整然相が目立つ．これに対して丹波帯では混在岩相が広い分布を示す．さらに砕屑岩から

産出する放散虫化石によって示される地質時代に関しては，美濃帯では上限が白亜紀初頭まで及ぶこと

が明らかになったが，丹波帯のそれはジュラ紀末期までである．一方，古い方に目を向ければ，丹波帯

には三畳紀の堆積岩コンプレックスの存在が知られている．

敦賀図幅地域の研究史敦賀図幅地域の研究史敦賀図幅地域の研究史敦賀図幅地域の研究史敦賀図幅地域の研究史

本図幅地域の美濃-丹波帯に関する地質図としては，大築・清野(1919)による20万分の1「敦賀図幅」

に始まる．その後，福井県(1955)の 20万分の1「福井県地質図」や同じく福井県(1969)の15万分の1

「福井県地質図」が出版された．これらの地質図では美濃-丹波帯の地層群は多くの断層と花崗岩の貫入

により複雑な地質構造を示し，古生界(石炭系 -二畳系)として扱われた．

塚野・伊藤(1965，1967)は敦賀図幅地域を含む福井・滋賀両県にまたがる地域を調査し，それまで古

生界として一括されていた美濃-丹波帯の地層群を，柳ヶ瀬断層以西では下位より杉箸層，刀根層，敦賀

層に，以東では余呉層，賤ヶ岳層，金居原層，草野川層，土倉層，横山嶽層，三国嶽層にそれぞれ岩相

区分した．そして柳ヶ瀬断層を境にその東西で岩相と地質構造に大きな違いがあることを述べた．さら

に産出した紡錘虫化石に基づく化石帯を設定し，岩相区分との対比を検討した．

これ以降，敦賀図幅地域内では，20万分の1土地分類図「福井県」(経済企画庁，1974)，10万分の1

「滋賀県地質図」(滋賀自然環境研究会，1979)，土地分類基本調査「敦賀・竹生島」(福井県，1985)及び

同調査「今庄・冠山・敦賀・横山」(滋賀県，1990)などの編纂図が公表されている．また，脇田ほか(1992)

は敦賀図幅地域を含む 20万分の1「岐阜図幅」を編纂した．なお，本図幅地域と隣接する 5万分の1地

質図幅としては，「近江長浜」(礒見，1956)と「熊川」(中江・吉岡，1998)がある．

Ⅲ．２  概　要

従来，地向斜堆積物としてとらえられていた美濃 -丹波帯の地層群は，最近ではその大部分が海洋プ

レートの沈み込みによって形成された付加体と解釈されるようになってきた．また，海溝の陸側斜面に

おいて堆積した地質体の存在も想定されている．
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中江・吉岡(1998)は熊川図幅において，丹波帯の堆積岩類を堆積岩コンプレックスと成層砕屑岩層に

区分し，さらに堆積岩コンプレックスを地層の破断と混合の程度によって混在岩相と整然相に細分した．

混在岩相は様々な大きさや種類の岩塊とそれらを含む泥質基質から構成され，地層の側方への連続性や

本来の累重関係が破壊されている．これに対して整然相は地層の上下への整合関係や側方への連続性が

保持され，スラストシートの累重という特徴をもつものやチャートから砕屑岩に至る一連のチャート -

砕屑岩シークェンスが繰り返して出現するものなどがその代表的なものである．本図幅においても，堆

積岩コンプレックスの記載にあたってこれらの用語を使用する．混在岩相を特徴づける緑色岩・チャー

ト・砂岩などの岩体・岩塊という用語については本図幅では便宜上，地質図に表現できる程度の規模(見

掛けの層厚が 50-100 ｍ以上)のものを岩体，それ以下のものを岩塊と呼ぶ．

本図幅地域の美濃 -丹波帯の堆積岩類は堆積岩コンプレックスのみから構成され，岩相組み合わせや

地質構造などの特徴に基づいて，5つのコンプレックスに区分される(第 5図)．本報告では構造的上位
かしまがり お ば なし すがなみ と ね ありはら

より樫曲コンプレックス，尾羽梨コンプレックス，菅並コンプレックス，刀根コンプレックス及び在原

コンプレックスと呼び，互いに衝上断層で境されているとみなした．樫曲コンプレックス及び刀根コン

プレックスは混在岩相を主体とし，尾羽梨コンプレックスと在原コンプレックスは整然相を主体とする

堆積岩コンプレックスである．また菅並コンプレックスは整然相と混在岩相の両者からなる堆積岩コン

プレックスである．

ここで，菅並コンプレックスの認定について説明する．本図幅地域の西端部と北東部に分布する地質

体をいずれも菅並コンプレックスと認定し，地質図に示した．同コンプレックスは本図幅中央部では欠

如し，東西に分かれて分布する．岩相をみると，西端部の菅並コンプレックスは基底部の緑色岩とチャ

ートの側方への連続が顕著であり，その見掛け上位には混在岩や砂岩が分布する．一方，北東部の菅並

コンプレックスは緑色岩とチャートに富み，混在岩を含む．このように構成岩類の量比に違いはある

が，岩相的特徴は類似し，また構造的下位には刀根コンプレックスが位置することから，同一のユニッ

トであると判断した．

本図幅地域の美濃-丹波帯の堆積岩コンプレックスは全体に北にプランジしたアンチフォームとシン

フォームを繰り返し，江若花崗岩及び柳ヶ瀬断層を境にしてそれぞれの地質構造が異なる．江若花崗岩

より西側では菅並コンプレックスと刀根コンプレックスが分布し，南北性の走向で，西傾斜を示し，構

造的上位の菅並コンプレックスがより西方を占める．江若花崗岩より東側で，柳ヶ瀬断層より西側の地

域では，樫曲コンプレックス，尾羽梨コンプレックス，刀根コンプレックス及び在原コンプレックスが

分布し，北に行くほど構造的上位のコンプレックスが分布する．柳ヶ瀬断層以東では樫曲コンプレック

ス，尾羽梨コンプレックス，菅並コンプレックス及び刀根コンプレックスが分布し，北西-南東ないし北

北西-南南東の走向で，北東ないし東北東に傾斜する構造を示し，北東方にいくほど構造的上位のコン

プレックスが出現する．

美濃-丹波帯の堆積岩コンプレックスでは，一般に構造的上位のユニットほど砕屑岩の地質時代が古

くなる傾向を示す．しかし，本図幅地域では，有意な差を確認できるに十分な放散虫化石を得ることは

できなかった．本図幅地域の美濃 - 丹波帯は，主としてジュラ紀中期に形成された堆積岩コ

ンプレックスから構成されているとみなす．
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 Ⅲ．3　堆積岩コンプレックス

　

Ⅲ．3．１　樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス(Kx, Ks, Km, Kc, Kl)

命名命名命名命名命名・・・・・模式地模式地模式地模式地模式地

新称．敦賀市大蔵から樫曲に至るルートを模式地とする．

分布分布分布分布分布

本コンプレックスは敦賀湾東方(模式地)と図幅地域北東端(余呉町)の２ヶ所に分かれて分布する．敦

賀湾東方の樫曲コンプレックスは北東-南西走向の高角断層によって大きく変位を受けており，分布の

東限は柳ヶ瀬断層と北北東 -西南西の断層によって画される．
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構造関係構造関係構造関係構造関係構造関係

樫曲コンプレックスは本図幅地域の美濃-丹波帯での構造的最上位にあたり，その上限は，北隣の今

庄図幅地域に及ぶため不明である．一方，下限は構造的下位の尾羽梨コンプレックスに接し，本コンプ

レックスは尾羽梨コンプレックスの上位に衝上しているとみなされる．

層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相

本コンプレックスはその大部分が混在岩相からなる．混在岩には砂岩，成層頁岩，チャート及び石灰

岩の岩体・岩塊が含まれる．チャートの岩体がもっとも多い．砂岩・成層頁岩・チャートの岩体は見掛

けの層厚が100ｍ以下で，走向方向に 0.5-3kｍ連続する．敦賀湾東方の石灰岩は見掛け 500ｍ以上の

厚さを有する．

混在岩は一般に砂岩・チャート・緑色岩の岩塊を含み，基質の頁岩には劈開が発達する．

砂岩は細 -中粒で，シルトを含み，一般に淘汰は良い．頁岩と互層することがある．

成層頁岩は灰色ないし灰白色を呈し，整然とした層理を示す．一部に珪質，あるいは凝灰質な部分が

認められる．

チャートは層状で，白色ないし灰白色を呈し，単層のチャート部分の厚さは 2-5cm である．

　ⅢⅢⅢⅢⅢ．．．．．33333．．．．．22222　　　　　尾尾尾尾尾羽羽羽羽羽梨梨梨梨梨コココココンンンンンプププププレレレレレッッッッックククククススススス( O s，O m，O c，O g )

命名命名命名命名命名・・・・・模式地模式地模式地模式地模式地

新称．余呉町尾羽梨川沿いルートを模式地とする．

分布分布分布分布分布

本コンプレックスは本図幅地域の北東端(模式地)と北半部との２ヶ所に分かれて分布する．前者は余

呉町に位置し，後者の大部分は敦賀市に含まれ，わずかに余呉町にもまたがる．

構造関係構造関係構造関係構造関係構造関係

本コンプレックスは構造的下位の菅並コンプレックスあるいは刀根コンプレックスの上位に衝上す

る．

層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相

本コンプレックスは整然相からなり，構成岩類の量比の違いにより成層頁岩卓越相と砂岩卓越相が識

別される．前者は成層頁岩を主体として砂岩やチャートを挟み，一部に砂岩の岩塊を含む頁岩も認めら

れる．後者は砂岩や砂岩頁岩互層を主体とし，頁岩，チャート，緑色岩を挟む．本図幅地域北東端の模

式地では見掛け下位に成層頁岩卓越相，上位に砂岩卓越相が分布する(第6図)．一方，北半部では砂岩

卓越相がほとんどで，成層頁岩は砂岩にはさまれてわずかに分布するのみである．

砂岩は塊状を呈する場合と頁岩と互層する場合がある．砂岩は一般に粗-中粒で，淘汰は良い．しばし

ば頁岩・チャートのクラストを含む(第 7図 a-d)．特に本図幅地域北半部の笙の川周辺に分布する砂岩

は塊状を呈し，頁岩の挟みがないか，あるいは極めて薄い．この砂岩には数 mm-1cm大のクラストが密

集して含まれ，基質が極めて少ない(第 7図 e,f)．

砂岩と互層する頁岩は黒色ないし黒灰色を呈し，厚さは最大数 cmである．成層頁岩は黒色で，整然と

した層理を示す．一部には珪質なところがあり，灰色ないし灰白色を示す．わずかではあるが，砂岩の
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岩塊を含むことがある．

チャートは一般に灰白色で，層状を呈し，単層のチャート部の厚さは 2-5cmである．

緑色岩は1ヶ所で確認されたが，走向方向への連続は悪く，地質図上ではレンズ状を呈する．玄武岩

溶岩及び火砕岩から構成される．

酸性凝灰岩は地質図には表現していないが，成層頁岩卓越相中に珪質頁岩・チャートに伴って数m程

度の厚さで産出する．本岩は白色ないし淡緑色を呈し，成層する．酸性凝灰岩は鏡下において 0.05mm

程度の結晶片と隠微晶質の基質からなり，基質には火山ガラスの形状が残されている．

ⅢⅢⅢⅢⅢ．．．．．33333．．．．．33333　　　　　菅並コンプレックス菅並コンプレックス菅並コンプレックス菅並コンプレックス菅並コンプレックス(Sx(Sx(Sx(Sx(Sx，，，，，SsSsSsSsSs，，，，，SiSiSiSiSi，，，，，ScScScScSc，，，，，SlSlSlSlSl，，，，，Sg)Sg)Sg)Sg)Sg)

命名命名命名命名命名・・・・・模式地模式地模式地模式地模式地

新称．余呉町高時川から尾羽梨川に至るルートを模式地とする．高時川沿いの菅並をコンプレックス

の名称として冠する．

分布分布分布分布分布

本コンプレックスは本図幅地域の北東部(模式地)と西端部の２ヶ所に分かれて分布する．前者は余呉
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町に，後者は美浜町に位置する．西端部の本コンプレックスは隣接する熊川・西津の両図幅地域に

連続する．

構造関係構造関係構造関係構造関係構造関係

本コンプレックスは構造的下位の刀根コンプレックスに衝上する．

層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相

菅並コンプレックスは緑色岩・チャートの大規模岩体の集積したものと混在岩とからなり，砂岩，砂



－ 14－

岩頁岩互層と石灰岩を含む．模式地周辺の菅並コンプレックスは緑色岩・チャートの走向方向によく連

続する厚い岩体の積み重なったものを主体とし，混在岩を含む．緑色岩・チャートの岩体の見掛けの層

厚は 0.5-1.5km，走向方向への延長は10kmに及ぶ．混在岩の見掛けの厚さは走向方向への変化が大き

く，最大1.5kｍに及ぶ．一方，本図幅地域西端部に分布する菅並コンプレックスは主として緑色岩・チ

ャートの大規模岩体と混在岩から構成される．南半部では緑色岩・チャートは本コンプレックスの基底

部に沿って南北方向に約 7-8kｍ延長し，隣接する西津・熊川両図幅地域に連続する．しかし，北半部で

は本コンプレックスは混在岩が卓越し，チャート・砂岩頁岩互層・砂岩の岩体を含む．このように分布

域によって岩体の規模とその量に違いがみられる．

混在岩は一般に砂岩・チャート・緑色岩の岩塊を含み，基質の頁岩には劈開が発達する．

砂岩は細 -中粒で，淘汰は悪い．また砂岩頁岩互層の砂岩は細 -中粒で，しばしば破断して膨縮してい

ることがある．

チャートは一般に層状(第 8図)で，白色や灰白色を呈し，一部に赤色のものもある．
はんみょう

石灰岩は本図幅地域南西端及び北東部のや半明東方において，レンズ状の岩塊として産出し，一般に

白色を呈する．実際の大きさは数ｍであるが，地質図上では誇張して図示した．余呉町田戸東方の奥川

並川沿いに露出する石灰岩は 3-4ｍの厚さを有し，厚さ 7-8ｍのチャートと接する．これらの石灰岩と

チャートは大規模な緑色岩に含まれるレンズ状岩体である．石灰岩とチャートが接する部分は厚さ10

cmの赤みを帯びた頁岩が存在し，やや剪断を受けている(第 9図)．

緑色岩は一般に暗緑色を呈し，玄武岩溶岩と同質の火砕岩から構成される．玄武岩溶岩にはオフィテ

ィック組織やインターグラニュラー組織を示すものがある(第10図)．一部には粗粒玄武岩が認められ，

斜長石と単斜輝石の粗粒結晶の間を斜長石がうめる．
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 Ⅲ．3．4　刀根コンプレックス刀根コンプレックス刀根コンプレックス刀根コンプレックス刀根コンプレックス(Tx，Ts，Ti，Tc，Tl，Tg)

命名命名命名命名命名・・・・・模式地模式地模式地模式地模式地

新称．柳ヶ瀬トンネル西側出口から南に延び，柳ヶ瀬山の西側を通る林道を模式地とする．模式地と

は少し離れるが，笙の川流域の刀根をコンプレックスの名称として冠する．なお，本コンプレックスの

模式地は塚野・伊藤(1965)の刀根層の分布域に含まれる．

分布分布分布分布分布

本コンプレックスは江若花崗岩の東側と西側の2ヶ所に分かれて分布する．堆積岩コンプレックス中

で最も広い範囲を占め，特に同花崗岩の東側において広範囲を占める．美浜町，敦賀市，余呉町，木之

本町，西浅井町にまたがって分布する．

構造関係構造関係構造関係構造関係構造関係

本コンプレックスは構造的下位の在原コンプレックスに衝上する．

層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相

本コンプレックスは混在岩相からなる．混在岩は緑色岩・チャート・砂岩の岩体や岩塊を含む．地質

図に示したように一般には見掛けの厚さが数10-200ｍ程度の岩体が多い．最も規模の大きい岩体は見

掛けの厚さ 200-300ｍで，走向方向に 3km連続する．また，地質図では表現できない数ｍ -10ｍ規模

の岩塊が多く含まれる．

混在岩は頁岩を基質として砂岩，チャート，緑色岩の岩塊を含む．岩塊としては砂岩の割合がもっと

も多く，続いてチャート，緑色岩の順である(第11図)．

砂岩は非常に淘汰が悪く，頁岩クラストを含むことがある．

砂岩頁岩互層は頁岩優勢なものが多く，砂岩はしばしばレンズ状を呈している．

チャートは混在岩中の岩塊として産出するほかに，地質図上で厚さ数10ｍ程度の厚さでもってレン

ズ状に分布する．チャートは一般に層状で，白色や灰白色を呈し，単層の厚さは 2-5cmである．

石灰岩は余呉町杉箸周辺，野坂岳西方，赤坂山西方及び木之本に分布する．いずれも数ｍから10数ｍ

の規模で，混在岩中に産出する．

酸性凝灰岩や珪質頁岩がしばしばチャートに伴って産出する．酸性凝灰岩は鏡下では多数の放散虫化

石と隠微晶質の基質からなる(第12 図 a，b)．珪質頁岩も同様に放散虫化石を多数含む(第12 図 c)．

本図幅地域南東部の余呉町菅山寺北方の東北東 -西南西走向の断層近傍において，厚さ 2-3ｍのチャ

ート礫岩が確認された．このチャート礫岩は径 5mm-1cm のチャート角礫と砂岩基質からなる．小規

模であるため地質図には表現していない．

江若花崗岩から地表での距離にして約 500mの範囲内では，頁岩や砂岩がホルンフェルスになってい

る(第13図)．同花崗岩北東方にあたる敦賀市小河，曽曽木，麻生口ではホルンフェルス化が認められ，

細粒の黒雲母が晶出している．

Ⅲ．3．5　在原コンプレックス在原コンプレックス在原コンプレックス在原コンプレックス在原コンプレックス(As，Am，Ac，Al)

命名命名命名命名命名・・・・・模式地模式地模式地模式地模式地

マキノ町在原西方から乗鞍岳に至るルートを模式地とする．
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分布分布分布分布分布

在原コンプレックスは本図幅地域の南縁部に分布し，東限は柳ヶ瀬断層によって断たれる．分布の南

側延長は南隣の竹生島図幅地域におよび，その下限は不明である．また西浅井町山中の北東方の山頂部

（657.5m）周辺には，本コンプレックスが江若花崗岩上にルーフペンダントとして露出する．

構造関係構造関係構造関係構造関係構造関係

構造的最下位のコンプレックスである．

層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相層相及び岩相

本コンプレックスは砂岩，頁岩，チャートを主体とする整然相からなる．模式地の在原-乗鞍岳周辺で

は，見掛け下位よりチャート，頁岩，砂岩ないし砂岩頁岩互層が累重する層序が認められ，この層序は

少なくとも３回繰り返す．各岩相の層厚は，チャートが100m程度，頁岩が100-300m，砂岩及び砂岩

頁岩互層が 500-1000m以上である．余呉湖北方に分布する本コンプレックスは，砂岩を主体とし層厚
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100m 程度の頁岩を含むが，チャートは全く認められない．

砂岩は暗灰色を呈し，中 -粗粒である．頁岩は暗灰色 -黒色を呈し，部分的に粗粒なところがある．チ

ャートは層状を呈し，単層は厚さ１ -10cm程度である．一般に灰色 -暗灰色 -黒色を呈することが多い．

本コンプレックスは江若花崗岩の影響でその全体がホルンフェルス化を受けている．

Ⅲ．４　産出化石と地質時代

 Ⅲ．４．１　紡錘虫化石紡錘虫化石紡錘虫化石紡錘虫化石紡錘虫化石

塚野・伊藤(1965；1967)は福井・滋賀両県にまたがる地域を調査し，そのなかで刀根層・敦賀層・杉

箸層及び余呉層・横山嶽層・奥川並層に含まれる石灰岩から紡錘虫化石の産出を報告した．それらの産

出地点(地点F1-15)を地質図に，主な産出化石を第1表に示した．なお，本図幅と塚野・伊藤(1965, 1967)

とは地層区分が異なるため，両者の対照も第1表に示した．塚野・伊藤(1965, 1967)によると，樫曲コ

ンプレックス及び菅並コンプレックスに含まれる石灰岩から産出した紡錘虫化石は二畳紀前期と二畳紀

中期を，刀根コンプレックスのものは石炭紀後期と二畳紀前期を示す．

Ⅲ．４．２　放散虫化石放散虫化石放散虫化石放散虫化石放散虫化石

敦賀図幅地域からはこれまで放散虫化石の産出報告はない．今回，在原コンプレックスを除くすべ

てのコンプレックスから地質時代決定に有効な放散虫化石を検出した．それらの産出地点(地点 R1-

14)を地質図に，産出した放散虫化石を第 2表に，代表的な放散虫化石の電子顕微鏡写真を第Ⅰ-Ⅲ図

版にそれぞれ示す．放散虫化石の示す地質時代を考察するにあたっては，ジュラ紀については

Matsuoka (1995)，二畳紀については Ishiga(1990)に基づいた．

樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス樫曲コンプレックス

本コンプレックスからは地点 R1-4 の頁岩から放散虫化石を得た．地点 R2 の頁岩からは Tricolocap

sa plicarum, Stichocapsa sp.， Hsuum sp.， Zartus sp. などが産出する．この群集はTricolocapsa  plica-

rum と Zartus 属が共産することから，Matsuoka (1995)の Tricolocapsa plicarum 帯に相当し，ジュラ

紀中期の中頃を示すといえる．地点 R1，3，4 の頁岩からは Tricolocapsa sp. や Stichocapsa sp. を産

出し，これらの放散虫化石はジュラ紀を示すと考えられる．

尾羽梨コンプレックス尾羽梨コンプレックス尾羽梨コンプレックス尾羽梨コンプレックス尾羽梨コンプレックス

本コンプレックスからは地点 R5-7の頁岩から放散虫化石を得た．地点 R5の頁岩から Bagotum sp.，

Canoptum sp.， Parahsuum sp. が産出し，ジュラ紀前期を示す Parahsuum simplum 帯あるいは Tril-

lus elkhorensis 帯に相当する可能性があることからジュラ紀前期と考えられる．地点 R6の頁岩からは

Tricolocapsa plicarum， Archicapsa pachyderma をはじめ Stichocapsa japonica, Hsuum sp.， Parvicin-

gula sp. などが産出する．大きなa p p e n d a g e (第3 殻室につく皿状の付属物)をもつTricolocapsa plica-

rum(第Ⅲ図版の Fig.15)が含まれることから，この放散虫化石群集は地点 R1 の頁岩と同様に T. plica-

rum 帯に相当し，ジュラ紀中期の中頃を示すといえる．地点 R7 からは Tricolocapsa cf. plicarum，

Diacanthocapsa normalis, Stichocapsa convexa が産出しする．したがってこの放散虫化石群集もT. plicarum
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帯に相当し，ジュラ紀中期の中頃を示すといえる．

菅並コンプレックス菅並コンプレックス菅並コンプレックス菅並コンプレックス菅並コンプレックス

本コンプレックスからは地点 R8-10 のチャートから放散虫化石を得た．地点 R8 のチャートからは

Albaillella cf. excelsa が産出する．Albaillella excelsa は二畳紀後期の中頃を示す．地点 R9 のチャート

からは Albaillella cf. triangularis が産出する．Albaillella triangularis は二畳紀後期の前半を示す．地

点 R10 のチャートからは二畳紀中期の末期 - 二畳紀後期を示すFollicucullus scholastics が産出する．な

お，本コンプレックス中の頁岩からは地質時代決定に有効な放散虫化石は得られなかった．

刀根コンプレックス刀根コンプレックス刀根コンプレックス刀根コンプレックス刀根コンプレックス

地点 R11，12，14 の頁岩及び R13 の酸性凝灰岩から放散虫化石を得た．地点 R11 の頁岩からは属種

名不明の Nassellaria が産出するので，本群集は中生代を示すと考えられる．地点 R12 の頁岩からは

Archicapsa pachyderma をはじめ，Tricolocapsa sp.， Stichocapsa sp.， Hsuum sp.， Parvicingula sp.，

Unuma  sp. などが産出する．これらの放散虫化石の共産から，本群集はLaxtorum(?) jurassicum 帯あ

るいは T. plicarum 帯に相当し，ジュラ紀中期の前期，あるいはジュラ紀中期の中頃と考えられる．地

点 R 1 3 の酸性凝灰岩( 第 1 2 図 a , b ) からは多数の放散虫化石が産出する．この酸性凝灰岩からは

Hsuum cf. hisuikyoense， H. rosebudense, H. mirabundum などのHsuum 属，Archaeodictyomitra

gifuensis， A. rigida, A. suzukii などのArchaeodictyomitra 属及びTricolocapsa(?) fusiformis， Sti-
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chocapsa cf. tegiminis， S. convexa,  S. japonica,  Parvicingula sp.， などが産出する．特にHsuum  c f .

hisuikyoense を多数含むことやStichocapsa cf. tegiminis を含むことから，この放散虫化石群集はLax-

torum(?) jurassicum 帯に相当し，ジュラ紀中期の前期を示す．地点 R14 の頁岩からはTricolocapsa sp.

が産出することから，本群集はジュラ紀を示すと考えられる．

 Ⅲ．４．３　地質時代

各コンプレックスの構成岩類の時代は上述のように，石灰岩が石炭紀後期-二畳紀中期，チャートが二

畳紀中期 -後期，酸性凝灰岩がジュラ紀中期の前期，そして頁岩がジュラ紀前期 -中期という時代幅を持

っている(第14図)．これらは構成岩類の地質時代であり，堆積岩コンプレックスの形成時期を示すもの

ではない．一般に堆積岩コンプレックスの形成時代は，構成岩類の中で砕屑岩類の最も新しい時代ある

いはそれ以降とみなされている．本報告においても，敦賀図幅地域に分布する堆積岩コンプレックスの

形成時代は頁岩の年代で近似されるとして議論を進める．

頁岩から産出した放散虫化石に基づいて，各コンプレックスの形成時代をまとめると，樫曲コンプレ

ックスの形成時代はジュラ紀中期の中頃ないしそれ以降である．尾羽梨コンプレックスにはジュラ紀前

期の頁岩が存在するが，最も若い時代を採用すると，本コンプレックスはジュラ紀中期の中頃以降に形

成されたといえる．刀根コンプレックスの形成時代はジュラ紀中期の中頃ないしそれ以降である．刀根

コンプレックスの酸性凝灰岩からはジュラ紀中期の前期を示す放散虫化石を産出したが，本岩はチャー

ト・珪質頁岩に伴って露出することから，この時代は付加体形成の時代を示すものではないと考えられ

る．なお，菅並コンプレックスと在原コンプレックスについては頁岩から放散虫化石が産出せず，それ

ぞれのコンプレックスの形成年代は不明である．

以上のことから，本図幅地域の堆積岩コンプレックスはジュラ紀中期，あるいはそれ以降に形成され

たと考えられる．
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Ⅲ．５　対  比

本図幅地域と隣接する地域との堆積岩コンプレックス区分の対比について，検討した結果を第 3表

に示す．

まず，丹波帯については南西に隣接する熊川図幅(中江，吉岡，1998)との対比を考察する．本図幅地

域の菅並コンプレックスは緑色岩・チャートの大規模岩体と混在岩相から構成されるという特徴から，
こうち

熊川図幅の河内コンプレックスに対比できる．在原コンプレックスはその分布，構造的位置及び走向の
むくがわ

方向を考慮すると，熊川図幅の椋川コンプレックスに対比できる(第 3 表)．在原コンプレックスは砂

岩・頁岩を主体とし，チャートを含む整然相，椋川コンプレックスはチャート・頁岩・珪質頁岩からな

るチャート-砕屑岩シークェンス(整然相)と混在岩相から構成される．両コンプレックスを比較すると，

混在岩の有無においては相違点はあるが，両者の岩相的な特徴は類似する．なお，刀根コンプレックス

に相当する地質体は熊川図幅地域には分布しない．

尾羽梨コンプレックスは砂岩が卓越する整然相からなるが，同様の特徴を持つ地質体は熊川図幅には
しも ね ごり

存在しない．また，構造的位置関係からみると，樫曲コンプレックスは熊川図幅の下根来コンプレック

ス，あるいは多田コンプレックスに対比される．しかし，下根来・多田の両コンプレックスは基底部に

沿って緑色岩が連続して分布するが，このような特徴は樫曲コンプレックスには認められない．

一方，美濃帯との対比は隣接する地域の5万分の1地質図幅が未出版であるので，20万分の1図幅「岐

阜」(脇田ほか，1992)を参照して検討を行った．まず，尾羽梨コンプレックスは砂岩が卓越する整然相

からなること，分布，構造的位置及び走向の方向を考慮すると，同コンプレックスは美濃帯において左

門岳ユニットに対比できる．また菅並コンプレックスは緑色岩・チャートの大規模岩体で特徴づけら

れ，やはり分布範囲と走向の連続性，構造的な位置関係から，左門岳ユニットの構造的下位の舟伏山ユ

ニットに対比される．刀根コンプレックスは頁岩中に砂岩・チャート・緑色岩・石灰岩などの岩体・岩

塊を含む混在岩相によって構成され，この岩相的特徴や構造的な位置関係からさらに下位の久瀬ユニッ

トに対比できる．

在原コンプレックスは構造的な位置関係からみると，久瀬ユニットの構造的下位にあたる那比ユニッ
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トに対比できる可能性がある．しかし，20万分の1図幅「岐阜」(脇田ほか，1992)の那比ユニットは那

比・金山・上麻生ユニットを一括して示したものであり，個々のユニットは金山図幅(水谷・小井土，

1992)や美濃図幅(脇田，1995)などによると岩相の特徴や地質時代などがそれぞれ異なる．より厳密な対

比を行うためには岩相・構造・地質時代などの詳細な検討が必要であるが，ここでは上記の指摘にとど

めておく．

最上位の樫曲コンプレックスは左門岳ユニットのさらに上位のユニットに対応する可能性があるが，

美濃帯ではそのようなユニットは確認されていない．

Ⅲ．６　地 質 構 造

コンプレックス境界をなす衝上断層コンプレックス境界をなす衝上断層コンプレックス境界をなす衝上断層コンプレックス境界をなす衝上断層コンプレックス境界をなす衝上断層

構造的上位から下位へ樫曲コンプレックスから在原コンプレックスの順に衝上断層を境にして累重す

ると考えられる．しかし，岩相組み合わせを異にする2つのコンプレックスが分布する地域を詳細に調

査しても，露出の状況などの条件により，境界断層としての明確な証拠を得ることができなかった．例

えば，コンプレックスどうしの境界断層について，樫曲コンプレックスと尾羽梨コンプレックスの関係

を見ると，尾羽梨コンプレックスの砂岩とチャートが分布し，その東方に樫曲コンプレックスの頁岩(混

在岩)が分布する(第 6図)．両コンプレックスは境界付近においては若干破砕されていて，近傍には岩

脈が貫入している．また，尾羽梨コンプレックスと菅並コンプレックスの構造関係では，両コンプレッ

クス間に断層の明瞭な証拠は認められないが，岩相の急変箇所をもって境界として認定した(第 6図)．

以上のような認定を各ルートで行い，境界断層の通過地点を推定した．

褶曲構造褶曲構造褶曲構造褶曲構造褶曲構造

本図幅地域の美濃 -丹波帯の地層群中には 2系統の褶曲構造が認められる．第1のものは東西ないし東

北東 -西南西方向の褶曲構造(古期)で，第 2は南北方向の褶曲構造(新期)である(第 5図)．

第1の褶曲構造のうち，東西方向で東にプランジして垂直な軸面をもつ褶曲構造が刀根コンプレック

スに，北東-南西方向で南西にプランジして垂直な軸面を有する褶曲構造が在原コンプレックスに認め

られる．これらの褶曲の半波長は 0.5-2km 程度である．

第2の褶曲構造は本図幅地域中央部の尾羽梨・刀根・在原の各コンプレックスの境界をなす衝上断層

の形態や，刀根コンプレックス中の岩体の分布状態からその存在が認められる．本図幅地域及び周辺地

域では各コンプレックスは北にプランジするアンチフォームとシンフォームを繰り返し，全体としては

北にプランジする複背斜構造を呈している(第 3，5図参照)．本図幅地域の中央部では北にプランジす

るシンフォームの存在が明瞭に認められるが，アンチフォーム部においては江若花崗岩の迸入や柳ヶ瀬

断層の影響を受け，もともとの地質構造が乱されている．中江・木村(1998)が指摘したように，この南

北性の褶曲構造は上述の東西性の褶曲構造を曲げている可能性がある．また，余呉湖の周囲の刀根コン

プレックス中にも南北性の軸をもつ褶曲構造が認められる．

高角断層高角断層高角断層高角断層高角断層

本図幅地域内には北西 -南東系統及び北東 -南西系統の高角断層が認められる．北西 -南東系統の断層
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のうち柳ヶ瀬断層は活断層としては左横ずれの変位を示す．しかし，美濃 -丹波帯地層群の岩相分布をみ

ると，柳ヶ瀬断層は北半部において左横ずれを，南半部においては右横ずれの見掛け変位を示す(第 3

図)．その他の北西-南東系統の断層や北東-南西系統の断層にも，右横ずれを示すものと左横ずれを示す

ものの両方がある．

上記の断層以外に，南北性の断層が存在し，これらは主に江若花崗岩に変位を与えているほか，岩脈

に関連した活動も認められる．本図幅地域南西端において，南北性の断層が在原コンプレックスと江若

花崗岩との境界を切って見掛け左横ずれの変位を与えている(第 5図)．

Ⅳ．火  成  岩  類

　　(内藤一樹)

敦賀図幅地域には火成岩類として黒雲母花崗岩が広く分布する．また，各種の岩脈が美濃 -丹波帯の地

層群及び花崗岩に貫入する．

こうじゃく

Ⅳ．1　江 若花崗岩

本地域に分布する花崗岩は，大築・清野(1919)による 20万分の1「敦賀図幅」で分布が示された後，

福井県(1955)の 20万分の1「福井県地質図」では先第三紀の花崗岩類として，福井県(1969)の15万分

の1「福井県地質図」では中生代末から第三紀初期の花崗岩類として扱われてきた．この花崗岩は，本

地域内では敦賀平野を挟む南北２つの地域に分かれて分布する．敦賀平野の北西から敦賀半島に

分布する岩体については敦賀花崗岩，敦賀平野南部から福井・滋賀県境にかけて分布する岩体については江若

花崗岩という名称が用いられてきた(原山ほか, 1988)．近年，澤田ほか(1997)は，江若花崗岩の記載岩

石学及び化学的特徴についての研究を行い，敦賀平野南部から福井・滋賀県境にかけて分布する岩体

を江若花崗岩体と命名した．本図幅では，この江若花崗岩体と敦賀花崗岩とは共通した記載岩石学的特徴

を有することから，これらを一括して江若花崗岩という名称を用いる．

澤田ほか(1997)は，江若花崗岩体を粗粒黒雲母花崗岩，中粒黒雲母花崗岩及び細粒斑状花崗岩に区分

した．本報告で用いる区分も基本的にこれに従う．澤田ほか(1997)は中粒黒雲母花崗岩中に頂部相と周

縁相が認められることを述べた．しかし，この中粒黒雲母花崗岩の岩相変化は幾つかの地域で認められ

るものの，中粒黒雲母花崗岩は一般に局所的な岩相変化を示すことが多く，頂部相，周縁相として地質

図上で明確に区分することは困難であるため，本図幅では示していない．

江若花崗岩は本図幅地域の西半分の多くを占め，中粒黒雲母花崗岩，粗粒黒雲母花崗岩及び細粒斑
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状黒雲母花崗岩の 3種類の岩相に区分される(第15図)．これらの岩相の関係を第16図に，各岩相のモー

ド組成を第17 図に示す．この図で，すべての岩石は狭義の花崗岩の領域にプロットされるが，粗粒黒雲

母花崗岩は，細粒斑状黒雲母花崗岩よりもやや石英に富み，中粒黒雲母花崗岩は細粒斑状黒雲母花崗岩

よりもやや石英に乏しい．なお澤田ほか(1997)が図示したモード組成では，粗粒黒雲母花崗岩は細粒斑

状黒雲母花崗岩よりも斜長石に富み，中粒黒雲母花崗岩は細粒斑状黒雲母花崗岩よりもカリ長石に富む

傾向が認められる．

地質構造については，山崎・多田(1927)，東郷(1974)が江若花崗岩分布地域を含む琵琶湖北岸・野坂

山地に発達する変動地形について報告した．東郷(1974)は現在の三国山や乗鞍岳山頂部に残る小起伏面

が形成された後に，南北方向を主とする断層運動によってこの地域が小地塊化したと考えた．その後，

それぞれの小地塊が隆起・沈降したことを述べ，野坂岳・三国山を含む地塊が東方の乗鞍岳を含む地塊

や，行市山を含む地塊よりも相対的に隆起していることを示唆した．

Ⅳ．1．1　中粒黒雲母花崗岩中粒黒雲母花崗岩中粒黒雲母花崗岩中粒黒雲母花崗岩中粒黒雲母花崗岩( G m )

分布分布分布分布分布

野坂岳東麓，三国山周辺を西限とし，東は敦賀市，西浅井町集福寺近くまでの広い地域に分布する．
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関係関係関係関係関係

本岩分布域西縁の野坂岳東麓，三国山周辺及び本岩分布域北東縁の敦賀市小河口で急傾斜の接触面を

持って美濃-丹波帯の地層群に貫入するが，本岩分布域南東縁の西浅井町集福寺，南縁のマキノ町野口

では緩傾斜の接触面を持って美濃 -丹波帯に貫入する．花崗岩から1-2kmの範囲で，周囲の美濃 -丹波

帯の地層群に接触変成作用が認められる．

岩相と構造岩相と構造岩相と構造岩相と構造岩相と構造

中粒黒雲母花崗岩(色指数 2-3)を主とする．一般に塊状優白質で，地域によって等粒状ないし弱斑状

に変化し，斑状の石英やカリ長石を含むこともある．敦賀市小河，奥野などの花崗岩の周縁にあたる地

域では長径 5-10mmで半自形 -自形のカリ長石斑晶が目立つ．

標高の高い地域では径 5-7mm 程度の融食形の斑状石英が目立ち，弱斑状組織を呈する．ミアロリテ

ィックキャビティー，ペグマタイト，長さ 30cm-1mのレンズ状のアプライトをしばしば含む．この岩
くろ ご

相は，黒河川・八王子川以西の野坂岳東麓から三国山周辺にかけての地域では概ね標高 600mを越える

地域でみられ，黒河川・八王子川と五位川・知内川に挟まれた地域では標高約 500mを越える地域に，

五位川・知内川以東では標高 300m を越える地域にそれぞれ分布する．なお，この岩相は澤田ほか

(1997)による頂部相に相当する．本岩の頂部相の分布する標高が，花崗岩分布域の西部で高く東部で低

いこと，さらに後述する花崗岩の深部相と考えられる粗粒黒雲母花崗岩が主に黒河川-八王子川以西に

分布することは，山崎・多田(1927)，東郷(1974)の示唆した花崗岩体西部が東部より相対的に数100m

の上昇をしていることと良く一致する．

本岩は全体的にマサ化していることが多く，新鮮な岩石はほとんど観察されない．花崗岩分布地域西

半分の黒河川中上流域では南北方向と北北東-南南西方向の節理が発達し，断層近くでは強い剪断を受

け破砕されていることが多い．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

等粒 - 弱斑状中粒黒雲母花崗岩(GSJ R66915)

主に石英(32%)，アルカリ長石(34%)，斜長石(30%)，黒雲母(2%)からなり燐灰石，褐れん石，ジルコ

ン，磁鉄鉱，チタン鉄鉱を副成分鉱物として含む．石英は1-3mmの半自形結晶で，波動消光はないかあって

も弱い．斜長石は自形ないし半自形で長径 2-3mm．弱い累帯構造がある．カリ長石は長径 2-7mmで，石

英，斜長石をポイキリティックに包有することが多い．パーサイト構造が発達する．ミルメカイトが認められ

ることがある．黒雲母は自形 -半自形で 0.5-2mm，Y=Z=暗褐色である．燐灰石，ジルコンを包有し，後者

の周囲に多色性ハローを生じている．一部緑泥石に変質している．

Ⅳ．1．2　粗粒黒雲母花崗岩粗粒黒雲母花崗岩粗粒黒雲母花崗岩粗粒黒雲母花崗岩粗粒黒雲母花崗岩( G c )

分布分布分布分布分布

敦賀平野西部から敦賀半島にかけて分布するほか，敦賀市雨谷から黒河川中上流部の西側及び谷，滋

賀県マキノ町北部の八王子川周辺に分布する．

関係関係関係関係関係

中粒黒雲母花崗岩とは断層で接する他は明瞭な境界はみられず，幅約100-200m の漸移帯を持って
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漸移する．漸移帯では等粒状・粗粒な岩相から徐々に粒度が小さくなるとともにやや細粒の鉱物が次第

に多くなる連続的な変化をしながら中粒黒雲母花崗岩に移り変わる．敦賀平野西部の旗護山付近で美濃

- 丹波帯の地層群に貫入し接触変成作用を与えている．

岩相と構造岩相と構造岩相と構造岩相と構造岩相と構造

塊状の等粒状粗粒黒雲母花崗岩(色指数 3)からなる．まれに長径10-30cmの閃緑岩質の暗色包有岩を

含む．敦賀平野西方の美濃 - 丹波帯の地層群との境界部では，幅100-200m のやや粒度の細かい周縁

相を持つ．澤田ほか(1997)は，本岩を中粒黒雲母花崗岩の深部相と考えた．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　等粒状粗粒黒雲母花崗岩(GSJ R66916)

  主に石英(43%)，アルカリ長石(28%)，斜長石(28%)，黒雲母(3%)からなり燐灰石，褐れん石，ジルコ

ン，磁鉄鉱，チタン鉄鉱を副成分鉱物として含む．石英は径 2-4mmで集合して最大10mmほどの固まりを

つくっている．波動消光は弱い．カリ長石は長径1-5mmで半自形を呈し，また他の鉱物の粒間を埋めている．

パーサイト組織が発達し，斜長石とミルメカイトをつくる．斜長石は長径2-4mmで半自形-自形を呈する．

弱い累帯構造がある．黒雲母は長径1-3mmの自形 -半自形で，Y=Z=暗緑褐色である．一部緑泥石化して

いる．

Ⅳ．1．3　細粒斑状黒雲母花崗岩細粒斑状黒雲母花崗岩細粒斑状黒雲母花崗岩細粒斑状黒雲母花崗岩細粒斑状黒雲母花崗岩(G f )

分布分布分布分布分布

JR小浜線粟野駅南方や野坂岳から三国山への山稜の東麓，滋賀県西浅井町横波から大浦にかけて幅

500m-1km，長さ数 km の岩体として分布する．また，敦賀市疋田から駄口にかけてや新道野南方で幅

10-20ｍ程度の南北に伸長した岩脈としてみられる．野坂岳南東麓では，規模の大きな岩体の周囲にそ

の伸長方向に平行したアプライト質の小岩脈として多数分布するが(第18図)，本図幅には主なものだ

けを記した．

関係関係関係関係関係

中粒黒雲母花崗岩，粗粒黒雲母花崗岩を貫く(第19図)．JR小浜線粟野駅南方では美濃 -丹波帯の地

層群を貫く．

岩相と構造岩相と構造岩相と構造岩相と構造岩相と構造

主として細粒斑状黒雲母花崗岩(色指数2)からなる．半自形-融食形の石英，自形 -半自形の斜長石，

カリ長石，黒雲母を斑晶とする斑状組織を示すが，斑晶の量はほとんどないものから 30%程度のもの

まで多様である．石基の粒度は 0.1mm 以下の細粒なものから 0.5mm 程度のものまで場所によって変

化する．まれに石基中に細粒の角閃石を含む．

岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載岩石記載

　細粒斑状黒雲母花崗岩(GSJ R66917)

　主に石英(35%)，アルカリ長石(33%)，斜長石(30%)，黒雲母(2%)からなり白雲母，燐灰石，褐れん石，

ジルコン，磁鉄鉱，チタン鉄鉱を副成分鉱物として含む．石基は粒径0.2-1ｍｍ程度であり，斑晶として長径

3-4mmの石英，カリ長石を含む(9%)．斜長石は 0.2-1mmの半自形 -自形で弱い累帯構造を示す．カリ
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長石と接する外縁部はアルバイトのリムが取り巻いている．カリ長石は0.2-1mmの他形結晶が多く，斑状の結

晶は半自形で小さい石英，斜長石をポイキリチックに包有する．パーサイト組織を示す．石英は0.2-1mmの

半自形で，斑晶は径 2-3mmである．弱い波動消光を示す．黒雲母は長径0.1-2mmの自形 -半自形でY=Z=

暗緑褐色である．燐灰石，ジルコンを包有し，後者の周囲に多色性ハローを生じている．一部緑泥石に変質し

ている．

Ⅳ．1．4　放射年代放射年代放射年代放射年代放射年代

今回，敦賀市原南部の馬坂峠から採取した粗粒黒雲母花崗岩から，62.9± 3.1Maの黒雲母 K-Ar年代

が得られた(第 4表の地点1)．本地域周辺ではこれまでに，本図幅外の敦賀半島東部の敦賀市常宮に露

出する細粒黒雲母アダメロ岩から，59Ma の黒雲母 K-Ar 年代が得られている(河野・植田，1966)．こ

の細粒黒雲母アダメロ岩は本図幅の細粒斑状黒雲母花崗岩に相当すると考えられ，今回得られた粗粒黒

雲母花崗岩より誤差の範囲を超えてやや若い年代となっている．この年代差は前述の貫入関係と矛盾し

ない．

Ⅳ．2　岩  脈

本図幅地域にみられる岩脈は，岩相により石英閃緑斑岩，花崗閃緑斑岩及び細粒閃緑岩が識別でき

る．これらは活動時期から，後に述べるように 70Maの石英閃緑斑岩と，それより新しい花崗閃緑斑岩

と細粒閃緑岩に分けられる(第16図)．

Ⅳ．2．1　石英閃緑斑岩石英閃緑斑岩石英閃緑斑岩石英閃緑斑岩石英閃緑斑岩( Q )

石英閃緑斑岩は木之本町大見南方1.5kmの高時川沿いにおいて小規模な北西 -南東方向の岩脈とし

て美濃 -丹波帯の地層群に貫入する．露頭で暗緑色を呈する．

本岩は細粒完晶質の石英閃緑斑岩である．斑晶として長径 0.5-1mm の自形の斜長石，角閃石を含

み，石基は長径 0.2-0.3mmの斜長石，石英，緑泥石，鉄鉱からなる．斜長石は累帯構造が顕著でアル

バイトのリムを持つ．コアは大部分が微細な白雲母に置換されている．石英は半自形で径 0.1-0.2mm

である．角閃石は長径 0.1-0.3mmの自形 -半自形で，Z=茶褐色の多色性を示す．
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放射年代放射年代放射年代放射年代放射年代

本岩からは 70.1 ± 3.5Ma の角閃石 K-Ar 放射年代が得られた(第 4表の地点 2)．この年代は江若花

崗岩の形成年代よりも古いものである．

Ⅳ．2．2　花崗閃緑斑岩花崗閃緑斑岩花崗閃緑斑岩花崗閃緑斑岩花崗閃緑斑岩( P )

本岩は図幅地域西部において北北西 -南南東に伸長した幅 5-20mの岩脈として美濃 -丹波帯の地層群

に貫入するほか，黒河川上流部で江若花崗岩に貫入する．

本岩は灰緑色で斜長石，石英，角閃石を斑晶とする．風化面では斜長石斑晶が白く目立つ明灰色を呈す

る．斑晶の斜長石は半自形で長径 2-5mm，角閃石は自形で長径 0.5-3mm，石英は径 1-2mm である．

石基は微小な斜長石，石英，アルカリ長石，鉄鉱からなる．

本岩は江若花崗岩を貫くことから，それより新しいと考えられる．

Ⅳ．2．3　細粒閃緑岩細粒閃緑岩細粒閃緑岩細粒閃緑岩細粒閃緑岩(D)

本岩は図幅地域東部の美濃 -丹波帯の地層群に貫入するほか，江若花崗岩東部で花崗岩に貫入する．

走向は北北東 -南南西から北北西 -南南東で，幅は 50cm-1mである．本岩は安山岩 -細粒閃緑岩で，露

頭で暗赤褐色ないし暗緑褐色を呈する．鏡下では長径 0.5-3mm の自形の斜長石と径 0.5-1mm の半自

形-自形の単斜輝石を斑晶とする斑状組織を示す．単斜輝石は大部分が緑泥石や緑れん石に置換されて

いる．石基は石英，斜長石の微細な結晶からなる．

本岩は江若花崗岩を貫くことから，それより新しいと考えられる．

Ⅴ．第　  四　  系

(杉山雄一)

Ⅴ．1　更 新 統

本報告では，敦賀図幅地域に分布する更新統(段丘及び扇状地の堆積物)を，高位段丘堆積物，中位段

丘・扇状地堆積物，低位段丘・扇状地堆積物に３分した．高位段丘堆積物と中位段丘・扇状地堆積物に

ついては，広域テフラや信頼性の高い同位体年代などの，地層の堆積年代を明確に示すデータは得られ

ていない．従来の研究(武藤ほか，1981；福井県，1985など)では，高位段丘堆積物は中部更新統，中位

段丘・扇状地堆積物は最終間氷期-最終氷期前半頃の堆積物と推定されている．低位段丘・扇状地堆積物
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は，14C 年代よりおおむね最終氷期後半以降の堆積物であり，一部に完新世の堆積物が含まれる．

Ⅴ．1．1　高位段丘堆積物高位段丘堆積物高位段丘堆積物高位段丘堆積物高位段丘堆積物( t h )

高位段丘堆積物は，主として大川上流域の西浅井町集福寺・沓掛付近から，敦賀市の新道野付近にか

けての地域に分布する．東郷・仲川(1973)及び東郷(1974)は，この地域に分布する本堆積物を沓掛砂礫

層と呼んでいる．沓掛付近の本堆積物は 30m前後の厚さがあり，主として大 -中礫サイズの礫からな

る．また，本堆積物の中-上部には，シルト -粘土層(最大層厚1m程度の腐植層を伴う)が頻繁に挟まれ

ている．本堆積物上部の礫は風化して赤色化しており，いわゆるクサリ礫状を呈する．新道野付近の本

堆積物は大礫サイズの角礫を主とし，新道野南方の大浦峠付近では主にシルト-粘土層と砂層-細礫層と

の互層からなる．本堆積物はこのほかに，乗鞍岳東方の国境付近などに小規模に分布する．

Ⅴ．1．2　中位段丘中位段丘中位段丘中位段丘中位段丘・・・・・扇状地堆積物扇状地堆積物扇状地堆積物扇状地堆積物扇状地堆積物( t m )

中位段丘・扇状地堆積物は，余呉町下余呉-坂口付近の柳ヶ瀬断層沿いや敦賀市野坂付近の野坂断層沿

いに主として分布する．柳ヶ瀬断層沿いに分布する本堆積物は，武藤ほか(1981)の古期及び中期扇状地

堆積物に相当する．下余呉付近の本堆積物は，厚さ 2-3m の下部層と厚さ 6-10m 程度の上部層からな

る．下部層は大礫サイズの角礫を主体とする．上部層は主に中-大礫サイズの亜角礫からなり，基底部に

厚さ10cm程度の砂層を伴うところがある．野坂断層沿いに分布する本堆積物は，中 -巨礫サイズの角

礫や亜円礫からなるシルト質基質の砂礫層を主体とし，礫混じりの砂質シルト層を伴う．

Ⅴ．1．3　低位段丘低位段丘低位段丘低位段丘低位段丘・・・・・扇状地堆積物扇状地堆積物扇状地堆積物扇状地堆積物扇状地堆積物( t l )

低位段丘・扇状地堆積物は，敦賀平野南西縁の長谷-野坂付近(長谷扇状地など)と同南東縁の山泉-雨

谷間(敦賀国際ゴルフ場一帯)に広く分布する．このほか，同平野東縁の井川-高野付近，笙の川・五位川

流域，大浦川流域，高時川流域などに分布する．以下に，敦賀平野周辺の３地域に分布する本堆積物に

ついて略述する．

長谷付近に分布する低位扇状地堆積物は15-35m程度の厚さがある．ボーリングデータ(地質調査所，

1997b)によると，本堆積物は主として巨礫混じりの砂礫層からなり，砂層，シルト層，腐植質粘土層な

どを挟む．自然露頭，ボーリングコア，トレンチ壁面の各試料の14C年代(岡田，1978；杉山，1997；杉

山ほか，1998b など)から，扇状地面の形成年代は 2.5-2 万年前頃と推定される．

長谷扇状地(第 20 図の地点1)で行われたボーリング調査によると，扇状地堆積物の基底(深度約 32

m)から深度 26m までの層準はトウヒ属が優占する花粉群集を産する(第 21 図)．また，深度 25-19m

ではスギ属が優占している．14C年代データによると，これらの層準の年代は約 4万年前より古いと考

えられることから，上述の花粉群集の変遷は，最終氷期の最寒冷期以前の気候変動を示している可能性

が高い．

雨谷の黒河川東岸の崖(第 20図の地点 2)には，敦賀国際ゴルフ場一帯の低位段丘を構成する堆積物

が露出する．段丘堆積物は13.5mの層厚を有し，主として巨礫を含む砂礫層からなる．段丘面下 3-4.5

m及び 6m付近の本堆積物上部には，腐植混じりのシルト層や砂層が挟まれている(第 22 図)．これら
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の細粒堆積物からは，ツガ属及び単維管束亜属のマツ属(五葉松亜属)が優占し，トウヒ属，モミ属，カ

バノキ属を伴う花粉化石群集が産出する(第 23 図)．この露頭の段丘面下約 3m から採取された腐植層

の14C年代は，1.8万年 BP前後である(第 22図)．また，岡田(1978)は，敦賀市公文名南方の段丘面下

3.5mから採取した腐植物の14C年代として，18,300年± 470年 BPの値を報告している．したがって，黒

河川右岸の段丘面の形成年代は，同左岸の長谷付近の扇状地面よりやや新しいと考えられる．

井川付近の低位段丘堆積物は 30-40m 程度の厚さがあり，層相により，下部・中部・上部の３層に分

けられる(第 30図参照)．下部層と上部層は玉石混じりの砂礫を主体とする．中部層は主にシルト混じり

の砂礫からなり，礫混じりの砂層及びシルト層を頻繁に挟む．また，中部層の下部には約 2.5 万年前に

降下した A T 火山灰層が挟まれる．下部層の最上部及び中部層最上部の14C 年代として，それぞれ約 3

万年 BP 及び1.1 万年 BP の年代が得られている(第 30 図参照)．したがって，厚さ15m 前後の上部層

の大部分は完新統と考えられる．

Ⅴ．２　完 新 統

本報告では，敦賀図幅地域に分布する完新統を小扇状地堆積物，沖積低地堆積物及び浜堤堆積物に区

分した．このほか，人工的な埋立地・干拓地が敦賀湾岸と琵琶湖畔に小規模に分布する．
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Ⅴ．2．1　小扇状地堆積物小扇状地堆積物小扇状地堆積物小扇状地堆積物小扇状地堆積物( f )

小扇状地堆積物は，山麓や支谷沿いに分布する小扇状地，崖錐などの堆積性斜面を構成する完新世の

堆積物を一括したものであり，一部に土石流堆積物が含まれる．本堆積物は主として大-巨礫を含む砂礫

から構成され，まれに材などの植物遺体や連続性の悪い礫混じりのシルト層などが挟まれる．敦賀平野

周辺では，本堆積物は主に西部の井の口川流域及び三味線川流域に分布する．この地域の西原，沓見，

莇生野などの集落は小扇状地上に立地する．また，柳ヶ瀬断層沿いの余呉町柳ヶ瀬から木之本にかけて

の余呉川東岸山麓には，典型的な合流扇状地性の本堆積物が分布する．このほか，琵琶湖に注ぐ大浦川

の流域や大川の下流域などにも本堆積物が分布する．

Ⅴ．2．2　沖積低地堆積物沖積低地堆積物沖積低地堆積物沖積低地堆積物沖積低地堆積物( a )

沖積低地堆積物は，各河川沿いの谷底低地(急勾配部を除く)の表層堆積物と笙の川などの大規模河川

の完新世扇状地・氾濫原・後背湿地・旧河道などの表層堆積物を一括したものである．敦賀平野南部の

本堆積物は黒河川と笙の川の扇状地の堆積物であり，主に砂礫から構成される．一方，敦賀平野北部の

沖積低地堆積物は，主に氾濫原や後背湿地の堆積物であり，砂礫層のほかに，礫・砂・腐植混じりのシ

ルト - 粘土層を伴う．本堆積物はこのほかに，今市以南の余呉川流域や大川下流域などに比較的広く分

布する．余呉川流域の本堆積物は主に砂礫から構成されるが，木之本西方には後背湿地性の粘土 - シル
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ト層が分布する．各河川上流部の谷底低地堆積物は主に砂礫からなるが，笙の川源流の池河内には湿原

が形成されており，泥炭質の堆積物が分布する．敦賀市街東方の木ノ芽川右岸の埋積谷(内池見，中池

見，余座池見の各湿原)や大浦峠西方の埋積谷(山門湿原)などにも，泥炭質堆積物が分布する．

Ⅴ．2．3　浜堤堆積物浜堤堆積物浜堤堆積物浜堤堆積物浜堤堆積物( b )

浜堤堆積物は，風成砂(飛砂)に一部覆われる浜堤砂からなり，敦賀湾岸に沿って長さ約 3km にわた

って分布する．笹嶋・伊藤(1959)及び福井県(1985)によると，笙の川左岸では 2，3列の浜堤が認めら

れ，幅 800m ほどにわたって本堆積物が分布する．景勝地として保存されている気比の松原は，最前列
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の浜堤上に位置する．本堆積物の厚さは 2-5m程度であり，気比の松原付近で特に厚い．笙の川右岸で

は左岸に比べて浜堤の発達が悪く，浜堤の人工改変も進んでいる．

Ⅴ．2．4　埋立地埋立地埋立地埋立地埋立地・・・・・干拓地干拓地干拓地干拓地干拓地( r )

本図幅地域では，敦賀湾岸と大川河口付近の琵琶湖畔に埋立地・干拓地が分布する．笙の川河口右岸

の敦賀湾奥部は，埠頭，倉庫などの港湾関連施設用地として埋め立てられている．また，金ヶ崎城跡北

方の小湾(福浦湾)は，北陸電力敦賀火力発電所用地として埋め立てられている．大川河口の塩津浜西方

の塩津内湖と同南方の入り江(婆婆内湖)は，水田用地として干拓されている．

Ⅴ．3　沖積低地下の第四系

福井県(1985)，石井(1989)などの既存資料によると，敦賀平野中-北部に分布する第四系の厚さは100

-170mに達する．このうち，表層部の層厚 20-30m程度の部分が完新統と考えられ，これより深い部分

は更新統と推定される．更新統は部分的に粘土-シルト層を挟む砂礫からなり，その一部は敦賀平野南縁

に分布する低位段丘・扇状地堆積物に連続すると考えられる．完新統の最下部は砂礫層からなり，その

上位に一部砂混じりのシルト-粘土層や泥質砂層が分布する．この細粒堆積物は縄文海進に伴う堆積物と

考えられ，平野北部の同層からは内湾性の貝化石群集を産する(笹嶋・伊藤，1959；福岡，1986；東ほ

か，1987)．福岡(1986)によると，貝化石を含む細粒堆積物の分布高度は，笙の川河口左岸の松島町で平

均海面下 7-15m，平野東端の天筒町で同 4-9mである．この細粒堆積物は，地質図に示した完新統上部

の浜堤堆積物や沖積低地堆積物(氾濫原成の砂礫，後背湿地成の腐植・シルトなど)に覆われている．

敦賀市街東方の中池見湿原に分布する泥炭質堆積物の厚さは 40m 以上に達し，同堆積物の深度約

5 . 3 m と同約 1 7 . 6 m に，それぞれアカホヤ火山灰と A T 火山灰が挟まれる(宮本ほか，1 9 9 5；



－ 38 －

Miyamoto et al., 1996)．また，深度約 27mには約 5万年前に噴出した DKP火山灰(大山倉吉火山灰)

が挟まれており，湿原の形成は５万年前以前に遡ることが判明している(宮本ほか，1995)．その北側の

内池見湿原の泥炭質堆積物の厚さは10-20m程度であり，その下半部からは約 2万年 BP及びこれより

古い14C年代値が得られている(Okada，1978)．

滋賀県(1990)などの既存資料によると，余呉川沿いの沖積低地に分布する第四系は，今市付近や文室

川流域では 50m程度の厚さがあり，主として砂礫から構成される．余呉湖畔では 60m以上の厚さとな

り，粘土 -シルト層と砂礫層からなる．

Ⅵ．  活  　断　  層

(杉山雄一)

Ⅵ．1　概  説

敦賀図幅地域は，近畿トライアングルの頂部に位置すると同時に，中部山地の西縁部に当たる．本図

幅地域周辺(第 24 図)は，日本列島のなかでも，活断層の分布密度が相対的に高い地域である．

本図幅地域には，北西-南東走向と北東-南西走向の共役関係にある活断層が分布する．北西-南東走

向の活断層は，野坂断層(第 24図の 7)と集福寺断層(同図の12)であり，走向がやや南北に振れる柳ヶ

瀬断層(同図の 4)もこの系統に含まれる．これらの活断層は左横ずれ断層である．一方，北東-南西走向
だ ぐち ち はら

の活断層は，敦賀断層(第 24図の 8と 9)，駄口断層(同図の10)及び路原断層(同図の11)であり，これ

らは右横ずれ成分を有する．本図幅地域の周辺には，これら２系統の活断層のほかに，三方断層(第24図
あい ば の

の14)，饗庭野断層(同図の19)などの南北走向の逆断層も分布する．このような活断層の分布と変位セ

ンスの特徴は，本図幅地域周辺が第四紀後期に東西性の圧縮応力場におかれていることを示す．

本図幅地域に分布する活断層は，直線谷や鞍部の連続，河谷・尾根の系統的な屈曲などの断層地形を

伴い，敦賀断層南部や駄口断層沿いには鮮明な低断層崖が認められる．また，柳ヶ瀬断層と敦賀断層南

部は，先第四系の基盤岩類中に幅数 m以上の顕著な断層破砕帯を伴う．

これらの活断層については，山崎・多田(1927)，岡山(1956)，杉村(1963)らの先駆的な研究がある．

空中写真判読を取り入れた詳細な研究は1970年代から精力的に進められた．このような研究の主なも

のとして，東郷(1974)，村井・金子(1975)，岡田(1978)及び武藤ほか(1981)がある．また，藤田・岸本

(1972)や藤田(1974)は，本図幅地域を含む近畿トライアングルにおける活断層分布の概要を示した．こ

れらの研究の成果は活断層研究会(1980，1991)により取りまとめられている．
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その後，1992年に柳ヶ瀬断層中部のトレンチ掘削による活動履歴調査が行われ，同断層の一部が14

世紀の歴史地震に伴って活動した可能性が高いことが明らかにされた(杉山ほか，1993)．さらに，兵庫

県南部地震後には，野坂断層，敦賀断層及び柳ヶ瀬断層北部の詳細調査が地質調査所と福井県により実

施され，これらの活断層の活動履歴や活動性に関する定量的なデータが得られつつある．

これらの活断層のほかに，本図幅地域南西端部の赤坂山付近には，主稜線を挟んで北北東-南南西方

向に延びる２条の線状凹地が認められる．この２条の線状凹地は赤坂山の主稜線部を相対的に落ち込ま

せるセンスをもつことから，この構造はテクトニックなものではなく，重力性の成因をもつと推定され

る．
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Ⅵ．２　各  説

Ⅵ．2．1　野坂断層野坂断層野坂断層野坂断層野坂断層(東郷，1974)

野坂断層は村井・金子(1975)の関峠断層に当たる．本断層は敦賀平野の南西縁に位置し，北西 -南東

ないし西北西-東南東の走向をもつ．本断層の北西延長は関峠を通過し，西隣の西津図幅地域の美浜町

佐田-北田付近の若狭湾岸へ達すると推定される．一方，本断層の南東端に関しては，黒河川西岸で認め

られる変位地形が東岸では認められなくなることから，同川沿いの敦賀市山付近と考えられる．断層東

端から関峠までの本断層の長さは約 4.5km，美浜町の若狭湾岸までの総延長(推定部分を含む)は約 7

kmである．

野坂断層は敦賀平野とその南側の野坂山地との境界に当たるため，累積変位では左横ずれ成分に加え

て，南側上がりの上下変位成分をもつと推定される．一方，断層南東部の敦賀市長谷付近では，最終氷

期及びそれ以降に形成された地形面やその構成層に，北側隆起(平野側隆起)の上下変位が認められる．

ここでは，最近数万年間の断層活動に伴う上下変位の向きが，より長期間の累積上下変位の向きと逆に

なっている．

長谷扇状地には比高 5m 程度の北側(下流側)上がりの低断層崖が認められ，断層崖に沿って，幅 50

mほどの断層凹地が形成されている(第 25図)．断層凹地状の構造は，ボーリング調査及び反射法地震

探査(地質調査所，1997b, c)でも確認されている．扇状地の原勾配を考慮すると，野坂断層による扇状

地面の上下変位量は 5-7m程度と推定される(第 26図)．また，断層凹地の上流側及び下流側の開析谷

の配列(第25図)は左横ずれを示唆する．東郷(1974)及び村井・金子(1975)は横ずれ量を50-60mと推定

している．

長谷集落の西方にも，下流側上がりの断層活動を示唆する比高1-1.5ｍ程度の低断層崖や低湿地(埋

積された断層凹地)が認められる(第 27図)．また，その西方の敦賀市立少年自然の家付近では，少なく

とも６つの北流河谷が，野坂断層と交叉する辺りで左ずれ方向に屈曲している．横ずれ量は 50-100m

程度である．小浜線粟野駅から少年自然の家へ至る道路沿いには，野坂断層に沿う狭い断層谷(小河谷

の屈曲部)と閉塞丘が観察される．粟野駅以西では，本断層は山地-低地境界及び線状谷として追跡され

るが，明瞭な変位地形は確認されない．

地質調査所は，野坂断層の活動履歴の解明を主な目的として，長谷集落西方の低湿地と低断層崖のト

レンチ調査を平成９年度に実施した．この調査により，扇状地堆積物とこれを不整合に覆う完新世堆積

物を北側上がりに変位させる断層が確認された(第 28図，第 29図)．断層は鉛直ないし高角度で南側

(落下側)へ傾斜し，数10cm-1m程度の幅の“断層帯”をなしている．“断層帯”は両側を断層面で限ら

れ，大部分の壁面で地表へ向かって幅が広くなっている．“断層帯”の中には堆積物が落ち込み，これを

切る派生断層が観察される．このような“断層帯”の特徴は，野坂断層が横ずれ成分の卓越する断層で

あることを示唆する．

Ｂトレンチの調査結果に基づくと，野坂断層の最新活動時期は，約 510 年 BP 以降 -230 年 BP 以前
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(補正暦年代では15世紀前半 -17世紀中頃)と考えられる．また，この活動に伴う見掛けの上下変位量は，

50cm 程度と推定される(杉山ほか，1998b)．15 世紀から17世紀の間に，野坂断層周辺に被害を及ぼし

た歴史地震としては，1662年(寛文２年)の地震が知られている．同地震では，三方断層，花折断層北部

及び琵琶湖西岸断層系の活動が想定あるいは検証されている(大長・松田，1982；寒川・佃，1987；吉岡

ほか，1998aなど)．したがって，これらの断層とともに，野坂断層が活動した可能性がある(杉山ほか，

1998b)．

また，Ｃトレンチの調査結果から，扇状地堆積物(第 29図の C6層)の堆積後，これを不整合に覆う完

新統(C7層)の堆積前(約２万年前から９千年前の間)にも，少なくとも１回の断層活動があったと考え

られる．

野坂断層の見掛けの平均上下変位速度は，扇状地堆積物の上下変位量と14C年代から，10cm/103年か

ら数10cm/103年程度(Ｂ級下位の活動度に相当)と見積もられる(杉山ほか，1998b)．横ずれ成分の平均

変位速度は，少なくともこの値より大きいと考えられる．

Ⅵ．2．2　敦賀断層敦賀断層敦賀断層敦賀断層敦賀断層(村井・金子，1975)

敦賀断層は敦賀平野の東縁に分布し，その南方延長は黒河川流域を経て，耳川最上流域に達するとさ

れている(村井・金子，1975；活断層研究会，1980，1991など)．また，山崎・多田(1927)は，本断層及

びその北方延長を木の芽峠断層(崖)と呼んでいる．本研究を含む最近の調査により，敦賀平野東縁沿い

の敦賀断層北部と黒河川流域以南の同断層南部とは，断層の性格が大きく異なることが判明した(杉山，

1997；杉山ほか，1998a)．このため，以下では敦賀断層北部と同南部に分けて記述する．
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Ⅵ．2．2．1　敦賀断層北部敦賀断層北部敦賀断層北部敦賀断層北部敦賀断層北部

敦賀断層北部については，直線的な山地 -平野境界という大地形上の特徴を除くと，変位地形や断層露

頭などの活断層の存在を示唆するデータは得られなかった．本図幅地域北端の敦賀市樫曲では，従来，

敦賀断層が通過するとされている鞍部において，農道法面の表土剥ぎによる連続露頭観察が行われ，断

層が存在しないことが確認されている(地質調査所，1997a)．また，反射法地震探査が断層の推定通過

位置を横断する４測線で実施されたが，いずれの測線でも，基盤岩上面とこれを覆う更新統及び完新統

に変形・変位は認められていない(地質調査所，1997c)．敦賀市井川の断層推定通過位置を挟んで実施さ

れたボーリング調査でも，基盤岩中に断層破砕帯は検出されず，基盤岩を覆う更新統及び完新統はほぼ

一定の勾配でスムーズに繋がる(第 30 図)．

これらの調査結果から，敦賀断層北部は，基盤岩を覆う更新統の堆積開始以降(少なくとも３万年前

以降)，活動していない可能性が高いと判断される．さらに，敦賀平野東縁の山地-平野境界には，断層

そのものが存在しない可能性も考えられる．しかし，現時点では，直線的で顕著な地形境界の成因とし

て，地殻変動以外のものは考え難い．このため，地質図では，敦賀平野東縁の山地-平野境界に推定活断

層(伏在断層)を表示した．

Ⅵ．2．2．2　敦賀断層南部敦賀断層南部敦賀断層南部敦賀断層南部敦賀断層南部

敦賀断層南部については，新鮮な低断層崖，断層凹地(湿地)，上部更新統 -完新統を変位させる断層露
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頭，尾根と河谷の系統的な右ずれ屈曲など，数多くの活断層の証拠が得られた．現地踏査により確認さ

れた断層の長さは約 8km であり，黒河川流域の雨谷付近から三国山西方の折戸谷(耳川支流)まで，全

体として N35°E方向に追跡される．本断層はこの間，江若花崗岩と丹波帯堆積岩類の南北方向に延び

る分布を斜めに切っており，江若花崗岩内の各岩相境界と同花崗岩と堆積岩層の境界を見掛け上，活断

層の横ずれセンスと調和的に右ずれ方向にずらしている．

福井営林署黒河山事務所の南西には，低位段丘面上に比高約10m の東側上がりの低断層崖が認めら

れる(第 31 図)．同図の Loc. 27 では林道の法面に低断層崖部が広く露出し，幅約 6m の破砕帯を伴う

断層が観察される．断層西側(低下側)の低位段丘堆積物の基底は未確認であるが，同堆積物基底の上下
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変位量は少なくとも 8m以上に達する(杉山ほか，1994)．この低断層崖の北東延長に位置する黒河川右

岸(第 31 図の Loc.28)には，完新統と考えられる未固結の礫層を東側上がりに約1.4m 変位させる断層

が露出する．この断層の北方延長は雨谷集落の対岸付近まで追跡され，４地点で断層露頭が確認されて

いる．このうちの１地点では，未固結の小扇状地堆積物が切られている(地質調査所，1997a)．

Loc.27より南のアシ谷上流部では４地点で断層露頭が観察され，このうちの２地点で第四紀の砂礫

層も断層変位を被っていることが確認された．また，アシ谷の最上流部には，地質図に示すように，低

湿地(断層凹地)が形成されている．低湿地の東側には，２つの顕著な風隙が認められる．

低湿地の南側の池の谷及び上の谷の流域では，鮮明な低断層崖，湿地(断層凹地)，鞍部等が連なり，

極めて明瞭な変位地形が観察される(第 32図)．同図の地点①では，池の谷川の現河床に比高1-1.5m

程度の東側上がりの低断層崖が認められ，崖の西側は低湿地になっている．同図の地点③，⑥などの低

断層崖も，1.5-2m程度の比高を示す．上の谷沿いでは５地点で断層露頭が観察され，このうちの３地

点で，第四紀の砂礫層や礫混じりの粘性土が断層に切られているのが確認された．

三国山北方の主稜線を越えて折戸谷の流域に入ると，東西方向に送電線が敷設されている辺りに，明

瞭な右横ずれの変位地形が認められる．ここでは，西流する小河谷群とその間の尾根が系統的に右ずれ

方向に屈曲している．横ずれ量は 50-150m程度である．折戸谷の流域でも９地点で断層露頭が観察さ

れ，そのうちの２地点で第四紀の堆積物が断層変位を被っていることが確認された．この地域では，見

掛けの上下変位のセンスは西側隆起である．断層条線はほぼ水平であることから，横ずれ成分が卓越す

ると考えられる．

敦賀断層は粟柄越古道と折戸谷沿いの林道の出会い付近まで追跡されるが，これより南では明瞭な変

位地形及び活断層と考えられる断層の露頭は確認されなかった．

敦賀断層南部については，池の谷地区において，低断層崖を横断するトレンチ及びピット掘り調査が

行われている(第 32図)．各トレンチ・ピットでは，東側上がりの断層変位や構成礫の回転変形を被っ

た堆積物と，これを覆う非変位・非変形の堆積物が観察された(第 33図，第 34図，第 35図)．

各トレンチ・ピットの調査結果を総合すると，敦賀断層南部の最新活動は，約1500年BP(補正暦年代

では 6世紀後半)以降と考えられる(杉山ほか，1998a)．また，ｂトレンチの調査結果から，最新活動時

期は 900 年 BP から 600 年 BP の間(補正暦年代では 12 世紀後半 -14 世紀末)に限定される可能性があ

る(杉山ほか，1998a)．

敦賀断層周辺に被害を及ぼした歴史地震としては，1325年(正中２年)の地震が知られており，推定さ

れる最新活動時期と対応する．この地震では敦賀の気比神宮が倒壊し，竹生島で崩壊が起きている(宇佐

美，1996など)．後述するように，柳ヶ瀬断層の一部(余呉町の椿坂集落付近)でも，約 600年 BPの活

動の可能性が指摘されており，敦賀断層南部と柳ヶ瀬断層の一部(椿坂集落付近以南の区間？)が，1325

年の地震の際に一緒に活動した可能性がある．

最新活動に伴う上下変位量は，トレンチ壁面の観察結果から，1.5-2mと見積もられる．この値は，池

の谷-上の谷流域の低断層崖の比高及び福井営林署黒河山事務所前の河岸礫層の上下変位量とほぼ等し

い．

敦賀断層の平均上下変位速度は，黒河山事務所南西方の低位段丘の変位量(段丘面の比高約10m，段
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丘堆積物基底の変位量 8 m 以上)と約 1 . 2 k m 下流の同一面と考えられる段丘の構成層から得られた

14C年代(約1.8 万 BP；第Ⅴ章のⅤ .1.3 参照)から，50-60cm/103 年程度(Ｂ級の活動度に相当)と見

積もられる．最新活動に伴う上下変位量(1.5-2m)と上記の平均上下変位速度のデータに基づくと，同断

層南部の平均活動間隔は，おおよそ 3000年程度と推定される．

Ⅵ．2．3　駄口断層駄口断層駄口断層駄口断層駄口断層(活断層研究会，1980)

駄口断層は，五位川流域の敦賀市駄口付近から，乗鞍岳西方を経てマキノ町白谷北方まで，敦賀断層

とほぼ平行に北東 -南西方向に追跡される．空中写真判読と現地踏査により確認された断層の長さ(一

部，推定活断層部分を含む)は約 9kmである．

駄口集落北東方の五位川東岸では，西流する河谷とその間の尾根に右ずれ方向の屈曲(最大屈曲量約

100m)がみられ，尾根上には鞍部が認められる．また，駄口集落の南にみられる五位川の旧蛇行流路

は，同集落の約 800m 南の駄口断層との交叉部で，現在の五位川に争奪され，比高約 50m の見事な風

隙が形成されている．

この風隙より南では，駄口断層は南南西方向の直線状の支谷に沿って南下すると推定される．支谷の

出口付近(五位川との合流点から約 200ｍ上流)では，花崗岩中に幅数 cmの断層粘土を伴うほぼ鉛直な

断層が認められ，断層面上には水平な条線が観察された．

乗鞍岳の北方からマキノ町白谷北方にかけての地域では，東郷(1974)が指摘しているように，鮮明な

低断層崖，凹地，鞍部等が連なっている(第 36 図)．断続的に認められる低断層崖はいずれも北西側の隆
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起を示し，崖の比高は1-5m程度である．この低断層崖は，鮮明さの点で池の谷 -上の谷流域の敦賀断層

の低断層崖に匹敵し，駄口断層が数千年前以降に活動した可能性を示唆する．なお乗鞍岳の北西方で

は，本断層は江若花崗岩と丹波帯堆積岩類との境界を見掛け上，活断層の横ずれセンスとは逆に左ずれ

方向にずらしている．このような見掛け上の左ずれは，断層北西側の相対的隆起を反映している可能性

がある．

Ⅵ．2．4　路原断層路原断層路原断層路原断層路原断層(東郷，1974)

路原断層は，西浅井町沓掛西方の山中牧場付近から，知内川上流のマキノ町路原南西方にかけて，北

東-南西方向に追跡される．本断層は，変位地形の鮮明さの点で，上述の敦賀断層南部や駄口断層南部に

比べて劣っている．地質図では，変位地形が比較的明瞭な路原周辺の約 2.5kmの区間のみを確実度の

高い活断層として赤実線(伏在部は点線)で示した．推定活断層部分を含む断層全体の長さは約 7kmで

ある．

山中牧場付近では，北東 -南西方向の河谷がほぼ直線状に連なっている．牧場の北東隅では，このリニ

アメント上の花崗岩中に北東走向の断層が観察された．また，大浦川へ注ぐ４本の東流河谷の上流部は

閉塞され，砕屑物により埋積されている．これらのことから，北東方向のリニアメント沿いに路原断層

の北方延長を推定するとともに，南北に並ぶ埋積谷の東端沿いにも南北方向の推定活断層を表示した．

谷の閉塞・埋積は東側隆起の断層運動を示唆するが，このような現象は断層活動以外の成因を有する可

能性もあり，再検討する余地がある．

福井・滋賀県境付近から路原集落南西方にかけての地域(赤実線で示した部分)では，直線状の河谷と

鞍部が連続し，これに沿って，幅 20-50cm程度の破砕帯を伴う断層が認められる．知内川は野口 -路原

間の断層線上で右ずれ方向に屈曲しており，断層に沿う川の右ずれ量は約 600mである(東郷，1974)．

丹波帯堆積岩類と江若花崗岩との境界も，断層により見掛け上，右ずれ方向に 400ｍほどずれている．

活断層研究会(1991)は，路原断層を南隣の竹生島図幅地域のマキノ町開田付近まで延びるとしている

が，同町在原より南の地域では，活断層の存在を示唆する地形・地質学的データは得られなかった．
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Ⅵ．2．5　集福寺断層集福寺断層集福寺断層集福寺断層集福寺断層(伊藤・藤田，1971；藤田・笠間，1971)

集福寺断層は西浅井町集福寺付近から大川の北岸沿いに沓掛北西方へ追跡され，さらに滋賀・福井県

境の深坂越の峠付近に達すると推定される．本断層も変位地形の鮮明さの点では敦賀断層南部や駄口断

層より劣っており，断層線を跨いで分布する低位段丘堆積物には断層変位が認められない．推定部分を

含む断層全体の長さは約 6kmである．

集福寺から沓掛北西にかけての地域では，南流して大川に注ぐ小河谷群とその間の尾根や小丘が系統

的に左ずれ方向に屈曲し，閉塞丘や断層凹地を伴う見事な横ずれ変位地形が認められる(第 37図)．河

谷や尾根の横ずれ量は 50-100m程度である．集福寺付近では高位段丘堆積物(沓掛砂礫層)を南側上が

りに変位させており，沓掛周辺では本断層が高位段丘堆積物の分布の北限をなしている．

この変位地形は新道野南方の国道８号線の東側で不鮮明となるが，国道８号線西側の大川最上流部の

直線谷に連続すると推定される．新道野付近では，断層両側の高位段丘堆積物の分布高度の違いから，

同層堆積以降，30m程度の累積上下変位(北側の相対的隆起)があると見積もられる(東郷，1974)．

Ⅵ．2．6　柳ヶ瀬断層柳ヶ瀬断層柳ヶ瀬断層柳ヶ瀬断層柳ヶ瀬断層(山崎・多田，1927)

柳ヶ瀬断層は，湖北地域における最も長大な活断層であり，北隣の今庄図幅地域の今庄町二ツ屋付

近から，北国街道沿いに栃木峠，椿坂峠を経て，木之本市街地付近まで，北北西 -南南東方向に延び

る(第 38 図)．この間の断層の長さは約 28km に達する．

柳ヶ瀬断層のトレースを詳しく見ると，椿坂峠 -椿坂集落間で極く緩く“く”の字形に屈曲している．

同断層はこの屈曲部を境として，南北に近い走向をもつ北部と N25°W前後の走向をもつ南部に区分できる．
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柳ヶ瀬断層の北方には，山中断層及び甲楽城断層が左雁行状に連なり，一連の断層系をなしている

(第 24 図)．一方，本断層の南方延長は，琵琶湖東岸の高時川及び姉川下流の沖積低地下に延びる可

能性がある．

北隣の今庄図幅地域では，争奪地点の栃ノ木峠を挟んで，孫谷川上流部と高時川最上流部が顕著な直

線状の断層谷(対頂谷)をなしている．孫谷川沿いでは，破砕帯を伴う断層露頭が点々と観察されるが，
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明瞭な変位地形は認められない．最近，栃ノ木峠の約1.6km北の孫谷川東岸での林道工事に伴って，

第四紀の礫層を切る柳ヶ瀬断層の露頭が出現し，平成９年度に福井県による詳細調査が行われている

(福井県，1998)．

柳ヶ瀬断層は高時川沿いに南下して，本図幅地域北端の余呉町中河内に達し，同集落南側の風隙を抜

ける．ここから高時川支流の五位谷川の直線谷を遡り，椿坂峠を通過する．椿坂峠(第 39図)では，幅

1.2m程度の破砕帯を伴う断層露頭が観察され，崖錐成と推定される角礫層を切っている(杉山ほか，

1994)．

椿坂峠から柳ヶ瀬にかけての余呉川上流域では，断層破砕帯の分布と東岸の直線的な山麓線から，断

層は余呉川の谷底ないし東側の谷壁(山腹斜面基部)沿いを通過すると考えられる．北陸自動車道柳ヶ瀬

トンネルの出口付近では，第四紀の堆積物を切る露頭が２ヶ所で確認されており，断層に切られた堆積

物の14C年代として，約 4200年 BPの値が報告されている(武藤ほか，1981)．また，柳ヶ瀬山東方の同

自動車道山側法面東側には，顕著な断層谷が認められる(第 39図)．

余呉町の今市付近から下余呉にかけての地域では，断層が通過する余呉川東岸の山麓に扇状地が発達
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し，西岸には余呉湖を含む低湿な低地が広がっている．このような地形は，東側隆起の累積上下変位を示

唆する．また，下余呉 -坂口付近では，河谷や尾根が系統的に左ずれ方向に屈曲し，閉塞丘や鞍部列が認

められる(第 40図)．横ずれ量は 70-170m 程度である．柳ヶ瀬断層は，さらに田上山北方の顕著な断層

鞍部を通過して，赤川沿いに木之本市街地東部に達すると推定される．

柳ヶ瀬断層の活動履歴については，以下のようなデータが得られている．
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栃ノ木峠北方の孫谷川東岸(今庄図幅地域)では，幅約 3m の断層破砕帯を伴う本断層により，美濃帯

の基盤岩が約10万年前以前に堆積した河成段丘堆積物に衝上している(福井県，1998)．福井県(1998)に

よると，河成段堆積物上には約 7.5-9.5 万年前の鬼界葛原火山灰起源と推定されるβ石英を含む崖

錐性堆積物が載り，同堆積物には断層活動に起因する変位・変形は認められない．このデータから，孫

谷川流域の柳ヶ瀬断層北部は，最近の約10万年間は活動していない可能性が高いと推定されている(福

井県，1998)．

椿坂峠の北側では，平成９年度に地質調査所によりトレンチ調査が行われ，五位谷川最上流部の谷底

下に伏在する断層が確認されている(吉岡ほか，1998b)．ここでは，断層は約 2.5万年前の AT火山灰層

を切り，約 7千年前のアカホヤ火山灰層を挟む腐植層に覆われている(第 41 図，第 42 図)．断層変位は

アカホヤ火山灰層を挟む腐植層の直下にまで達していることから，本トレンチ地点付近では，同火山灰

の降下直前に，最新の断層活動が生じたと推定される．断層変位を受けている堆積物と断層を覆う堆積

物の14C 年代データによると，この活動は今から 7200-7000 年前に生じたと考えられる(吉岡ほか，

1998b)．

椿坂集落の南側では，平成４年度にトレンチ調査が実施され，砂礫層を西上がりに変位させる断層と

その東側に形成された断層凹地を埋積するシルト層などが確認されている(第 43 図)．シルト層からは

600年 BP前後の14C年代が得られており，13世紀後半 -15世紀初頭に最新活動が生じたと考えられている

(杉山ほか，1993)．既述のように，この時期に敦賀 - 琵琶湖北部付近に被害を及ぼした歴史地震とし

ては，1325 年(正中２年)の地震が知られており，解明された断層活動はこの地震に対応する可能性が

高い．断層面には10-20°北へプランジする礫の擦痕がみられることから，最新の活動に伴って，上下変

位量(1.0-0.7m)を上回る左横ずれ変位が生じた可能性が指摘されている(杉山ほか，1993)．

これまでの調査結果を総合すると，柳ヶ瀬断層は北部ほど活動度が低いと判断され，異なる活動性と
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活動史をもつ複数の断層区間(セグメント)からなる可能性が示唆される．また，椿坂峠付近以北の柳ヶ

瀬断層は，最新活動後の経過時間は 7,000 年以上に達している．
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Ⅶ．資 源 地 質

(内藤一樹・栗本史雄)

金属資源金属資源金属資源金属資源金属資源

本図幅地域にはみるべき金属鉱床はない．わずかに敦賀市山中東方の山腹で昭和 26 年からしばらく

の間，美濃 -丹波帯の堆積岩類中に形成された接触鉱床の探鉱が行われた記録があるのみである(平林・

辻岡，1955)．花崗岩中の美濃 -丹波帯ルーフ中(在原コンプレックス)に，磁鉄鉱を主としたマンガン鉱

を伴う幅10m 以下のレンズ状の鉱体がいくつか確認されているが，鉱体が小規模だったため稼行され

た記録はない．

非金属資源非金属資源非金属資源非金属資源非金属資源

若狭湾に面した敦賀港北東に石灰岩が存在し，北隣の今庄図幅地域にもその分布が及んでいる．地質

学的には美濃-丹波帯の樫曲コンプレックスに含まれ，この石灰岩はセメント原料として採掘されてい

る(第 44図)．

ペグマタイト鉱物ペグマタイト鉱物ペグマタイト鉱物ペグマタイト鉱物ペグマタイト鉱物

本図幅地域中央部に分布する紅若花崗岩は脈状のペグマタイトを胚胎し，フェルグソン石，サマルス

キー石，ジルコン，褐れん石などのペグマタイト鉱物を産する(稲井・塚脇，1973；辻・北原，1979)．
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特に南西端の三国山周辺の明王の禿はペグマタイト鉱物の産地として有名である．

採石採石採石採石採石

本図幅地域内には土木建材料を目的とした採石場が２ヶ所ある(小村，1997)．敦賀市山中地区では江

若花崗岩の中粒黒雲母花崗岩を，また敦賀市樫曲地区では美濃-丹波帯樫曲コンプレックスの砂岩・頁岩

を対象として採掘中である．

温泉温泉温泉温泉温泉・・・・・鉱泉鉱泉鉱泉鉱泉鉱泉

全国の温泉・鉱泉の分布と成分等の一覧表を示した金原(1992)によると，本図幅地域には敦賀トンネ

ル温泉(敦賀市高野)と余呉湖温泉(伊香郡余呉町)の２つの温泉がある．前者は単純イオウ泉で温度は

25°Ｃ，後者は温度が15.5°Ｃである．これらの他に，最近，放射能泉であるマキノ白谷ラジウム温泉(高

島郡マキノ町)が湧出した
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(ABSTRACT)

   Tsuruga district is situated in both Fukui and Shiga Prefectures.  The geologic province of  the
district belongs to the Mino-Tamba Terrane in the Inner Zone of  Southwest Japan.  The district
includes Jurassic sedimentary complex of the Mino-Tamba Terrane, Cretaceous Kojaku Granite
with small dikes, and Quaternary deposits.  The geology of the district is summarized in Fig.1.

MESOZOIC

Mino-TMino-TMino-TMino-TMino-Tamba Tamba Tamba Tamba Tamba Terraneerraneerraneerraneerrane
       The Mino-Tamba Terrane is composed of Jurassic sedimentary complexes, consisting mainly of
Jurassic terrigenous rocks and older oceanic materials such as basalt, chert, limestone etc.  The
youngest age of the terrigenous rocks probably indicates the accretionary time of terrigenous and
oceanic rocks by subduction process.
    The sedimentary complex in the Tsuruga district is divided into the Kashimagari, Obanashi,
Suganami, Tone, and Arihara Complexes in tectonically descending order, which are bounded by a
thrust.  On the basis of radiolarian fossils from shale, the formation of these complexes was
completed in Middle Jurassic or later.

Kojaku GraniteKojaku GraniteKojaku GraniteKojaku GraniteKojaku Granite
   The Kojaku Granite is distributed in the central part of the district.  The granite is divided into
three facies on the basis of lithologic character, that is, medium-grained biotite granite, coarse-
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grained biotite granite, and fine-grained porphyritic biotite granite.  Among them the medium-
grained biotite granite has the widest distribution, and biotite K-Ar age of this granite is 62.9±3.1
Ma.

DikesDikesDikesDikesDikes
   Dikes are composed of quartz diorite porphyry, granodiorite porphyry, and fine-grained diorite.
Quartz diorite porphyry is intruded into the sedimentary complexes of the Mino-Tamba Terrane in
the southeastern area.  The hornblende K-Ar age of the dike is 70.1±3.5Ma, and this age is older  than
that of the Kojaku Granite.  On the other hand, granodiorite porphyry and fine-grained diorite are
intruded both into the sedimentary complexes and the Kojaku Granite, and they are younger than
the Kojaku Granite.

QUAQUAQUAQUAQUATERNARTERNARTERNARTERNARTERNARYYYYY

   Quaternary deposits are divided into Higher terrace deposits, Middle terrace and fan deposits,
Lower terrace and fan deposits, small fan deposits,Alluvial lowland deposits,and beach ridge
deposits.  The former three deposits belong to Pleistocene, and latter three to Holocene.  A part of
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the Lower terrace and fan deposits belongs to Pleistocene.

ACTIVE FACTIVE FACTIVE FACTIVE FACTIVE FAULAULAULAULAULTSTSTSTSTS

   In the Tsuruga district, there are many active faults, which have two kinds of movement senses.
The Nosaka, Shufukuji, and Yanagase Faults are left-lateral strike-slip faults which trend NW-SE,
and the Tsuruga, Daguchi, and Chihara Faults are right-lateral strike-slip faults which trend
NE-SW. The distribution of these faults suggests that the Tsuruga district has been situated under
the E-W compressive stress field in Quaternary time.

RESOURCE GEOLOGYRESOURCE GEOLOGYRESOURCE GEOLOGYRESOURCE GEOLOGYRESOURCE GEOLOGY

   Limestones in the Kashimagari Complex of the Mino-Tamba Terrane is being operated for
cement.
   The Kojaku Granite has a vein-type pegmatite, and yields fergusonite, samarskite, zircon,
allanite, etc.
   Medium-grained biotite granite of the Kojaku Granite, and sandstone and shale of the Ka-
shimagari Complex have  been quarried for building stone.
   There are three hot springs in the district.  One of them is sulfur spring, and one of the others is
radioactive spring.



－ 67 －

図　　版

（第Ⅰ図版・第Ⅱ図版・第Ⅲ図版）



－ 68 －



－ 69 －



－ 70 －



－ 71 －



－ 72 －



－ 73 －



－ 74 －


